
近
世
畿
内
農
業
と
牛
流
通
（
上
）

一
河
内
駒
ケ
谷
市
を
申
心
に
一

酒

井

一

近世：畿内農業と牛流通（上）　（酒井）

　
【
要
約
】
　
近
世
以
来
臼
本
西
南
部
は
黒
影
梨
使
用
の
隼
耕
地
帯
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
山
系
の
牛
生
産
地
帯
と
畿
内
需
要
地
帯
と
の
流
通

に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
牡
牛
取
引
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
河
内
古
市
郡
駒
ケ
谷
市
の
近
世
期
の
牛
取
引
を
、
流

通
面
と
擬
業
生
産
の
二
点
か
ら
と
り
あ
げ
る
。
宝
暦
以
降
摂
津
天
王
寺
市
の
独
占
強
化
に
対
し
て
、
怨
讐
泉
在
方
の
牛
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
示
す
が
、

い
ち
早
く
そ
の
統
制
下
に
包
摂
さ
れ
た
駒
ケ
谷
市
の
特
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
牛
耕
率
の
高
い
と
い
わ
れ
る
畿
内
で
の
牛
所
有
の
地
域
的
・
時
期
的

な
変
化
を
し
ら
べ
、
と
く
に
綿
作
地
帯
に
お
け
る
牛
所
有
率
の
低
さ
と
、
牛
統
制
機
構
の
強
い
時
期
に
お
け
る
牛
所
有
の
停
滞
・
減
少
と
幕
末
に
お
け
る
増

加
と
畿
内
農
業
生
産
力
の
問
題
と
を
か
ら
ま
せ
て
考
察
す
る
。

は
　
し
　
が
　
き

　
わ
が
国
の
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
近
世
期
に
す
で
に
「
大
抵
関
東

黒
雲
牛
少
、
関
西
牛
馬
小
」
　
（
『
和
漢
三
婆
図
会
』
）
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
早
く
か
ら
牛
罵
所
有
の
地
域
的
特
徴
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
牛
馬
の
生
産
地
帯
と
消
費
地
帯
と

に
分
化
し
て
お
り
、
そ
の
両
地
帯
間
に
牛
・
馬
の
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
畜
産
上
の
流
通
が
発
展
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
馬
市
場
ブ
ロ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
森
嘉
兵
衛
氏
に
代
表
さ
れ
る
業
績
が
あ
り
、
牛
ブ
ロ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
石
田
寛
氏
ら
の
一
連
の
業
績
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
牛
プ
ロ
ヅ
ク
の
西
国
牛
生
産
地
帯
の
市
場
に
関
す
る
先
学

諸
氏
の
研
究
と
呼
応
す
る
意
味
で
、
畿
内
の
消
費
地
市
場
、
と
く
に

河
内
古
市
郡
駒
ケ
谷
村
の
牛
市
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は
畿
内
の

牛
流
通
が
い
か
な
る
市
を
組
織
し
て
行
わ
れ
て
い
た
か
、
領
主
的
な
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規
制
や
有
名
な
天
王
寺
牛
市
の
独
占
を
農
村
牛
市
・
博
労
と
の
対
抗

の
う
ち
に
制
度
的
に
、
ま
た
数
量
的
に
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
、
畿
内

先
進
地
帯
の
農
業
経
営
に
お
け
る
牛
耕
の
問
題
を
主
と
し
て
流
通
史

と
関
連
さ
せ
て
考
究
し
た
い
。

　
駒
ケ
谷
市
は
そ
の
点
で
牛
市
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
珍
し
い
事

例
で
あ
る
の
で
、
煩
し
さ
を
い
と
わ
ず
に
や
や
詳
し
く
論
を
進
め
る

こ
と
に
す
る
。

な
お
こ
の
報
告
は
、
宮
川
満
、
山
口
之
夫
、
鷲
見
謎
謎
、
福
島
雅
蔵
、
浮
田

典
良
、
宮
下
美
智
子
、
松
羅
寿
ら
の
諸
氏
に
よ
る
駒
ケ
谷
村
共
同
研
究
の
一

部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

第
胴
章
　
明
治
五
年
の
牛
馬
所
有
の
地
域
差

　
先
に
引
用
し
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
も
十
分
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
畜
産
に
よ
る
特
徴
づ
け
を
行
な
う
と
日
本
全
体
を
牛
・
馬
の
二
大

ブ
ロ
ッ
グ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
部
で
生
産
一

供
給
地
帯
と
、
需
要
地
帯
と
が
、
牛
の
場
合
で
は
早
く
か
ら
成
立
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
国
的
に
し
ら
べ
る
と
、
第
1
表
の

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
明
治
五
年
の
全
国
牛
馬
数
を
示
し
た
竜
の
で
、
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近世畿内農i業とti：流養重（上）　（瀬爽二）
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も
っ
て
近
世
の
事
情
を
推
察
す
る
に
十
分
で
あ
ろ
ち
。
当
時
わ
が
国

で
は
、
工
〇
一
万
八
五
〇
〇
適
中
の
牛
馬
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
牛
は

約
八
四
万
九
干
疋
（
四
二
％
）
で
あ
り
、
馬
頭
数
は
五
八
％
を
占
め

量
的
に
牛
を
上
廻
っ
て
い
る
。
牛
馬
い
ず
れ
が
多
い
か
に
よ
っ
て
ブ

μ
ッ
ク
を
特
徴
づ
け
て
み
よ
う
。
○
印
は
牛
、
×
は
馬
の
優
越
す
る

地
域
で
あ
る
。
牛
ブ
ロ
ッ
ク
は
山
陰
・
由
［
陽
道
地
域
を
核
と
し
そ
の

周
辺
部
に
畿
内
を
従
属
さ
せ
て
お
り
、
一
方
馬
ブ
ロ
ッ
ク
は
東
北
諸

．
国
を
中
心
に
、
東
山
㌔
東
海
道
地
域
を
ま
き
こ
ん
で
い
る
。

　
こ
こ
で
は
本
稿
の
主
題
と
の
関
連
で
牛
ブ
ロ
ッ
ク
の
特
徴
づ
け
を

行
な
っ
て
お
く
。
ま
ず
五
畿
内
を
み
る
と
、
大
和
を
除
く
ほ
か
は
一

般
に
牝
牛
が
牡
牛
を
全
く
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
、
産
牛
率
が
零
に
近

い
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
産
牛
率
の
低
い
こ
と
は
、
こ
の
地
方
の
牛
が

自
給
さ
れ
た
の
で
は
・
な
く
、
他
か
ら
商
品
と
し
て
流
通
さ
せ
ら
れ
て

き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
牝
牛
の
多
い
こ
と
は
、
大
和
の
よ
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う
な
特
殊
な
粘
土
質
の
土
性
（
そ
の
た
め
牡
牛
が
多
く
な
る
）
の
地
域

を
除
く
と
牛
耕
の
普
及
の
高
さ
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
牝
牛
率

の
高
さ
は
、
麻
裳
河
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
農
業
経
営

や
自
然
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
第
1
表

の
但
馬
か
ら
安
芸
に
い
た
る
牛
所
有
の
傑
出
し
た
地
域
を
み
よ
う
。

こ
の
地
方
は
先
の
五
畿
に
く
ら
べ
る
と
産
牛
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

牛
生
産
を
行
な
う
と
と
も
に
、
畿
内
と
の
闘
に
商
品
流
通
の
展
開
が

当
然
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
商
晶
流
通
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
、
中
国
山
系
に
お

い
て
数
多
く
の
市
が
立
ち
、
ま
た
こ
れ
ら
を
う
け
い
れ
る
畿
内
で
も

市
が
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
畿
内
の
牛
市
と
し
て
は
、
摂
津
東
成

郡
天
王
寺
村
砂
井
川
孫
右
衛
門
に
よ
る
市
が
最
も
大
き
く
最
も
著
名

で
あ
る
が
、
河
内
の
生
駒
・
金
剛
山
脈
の
西
山
麓
に
竜
牛
市
が
一
七

世
紀
半
頃
か
ら
花
咲
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
こ
の
よ
・
？
な
明
治
五
年
の
全
国
的
な
牛
馬
数
の
実
態
と
そ
の

地
域
的
分
業
を
知
っ
た
上
で
、
本
論
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
章
　
駒
ケ
谷
の
三
布
三

一
　
元
禄
～
元
文
期
の
駒
ケ
谷
市

　
畿
内
に
お
け
る
牛
市
と
し
て
最
も
著
名
な
の
は
、
摂
津
東
成
郡
の

天
王
寺
牛
市
で
あ
る
。
そ
め
牛
市
の
始
源
に
つ
い
て
は
、
明
和
七
年

の
泉
州
の
牛
公
事
に
際
し
て
「
天
王
寺
村
市
場
之
儀
ハ
天
正
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

♂
御
書
下
ケ
被
成
遣
牛
市
御
免
御
座
候
偏
と
あ
り
、
豊
田
武
氏
も
元

和
三
年
二
月
の
制
札
が
あ
る
か
ら
相
当
早
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
十
六
世
紀
末
か
十
七
世
紀

初
に
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
牛
市
は
『
日
本

山
海
名
物
図
絵
』
に
い
う
よ
う
に
、
中
国
筋
か
ら
の
登
り
牛
の
交
易

売
買
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
牛
市
を
中
心
に
、
十
七
世
紀

に
は
河
内
の
生
駒
・
金
剛
山
系
の
西
麓
部
の
い
く
つ
か
の
地
域
で
、

ま
た
泉
州
で
は
野
村
に
牛
市
が
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿

で
主
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
駒
ケ
谷
市
は
前
者
生
駒
・
金
剛
朝
議
の

牛
市
の
最
も
代
表
的
な
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
村
は
僅
か
三
六
〇
石
の
村
高
の
村
で
あ
り
大
阪
の
東
南
五

里
、
竹
内
鰭
を
こ
え
て
大
和
に
入
る
街
道
に
沿
っ
た
村
で
あ
り
、
河

内
と
大
和
と
を
結
ぶ
街
道
の
一
つ
の
要
所
を
な
す
地
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
村
の
牛
市
に
つ
い
て
は
、
『
河
内
名
所
図
会
』
（
享
和
元
年
刊
）

に
「
駒
ケ
谷
は
古
市
よ
り
東
八
町
斗
に
し
て
浪
速
よ
り
大
和
街
道
竹

内
峠
に
出
る
、
此
里
に
春
秋
二
季
牛
市
あ
り
、
他
国
よ
り
牛
を
多
く

6　（166）
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牽
来
り
て
こ
こ
に
繋
く
、
遠
近
の
博
労
あ
つ
ま
り
て
市
を
な
し
価
を

究
め
売
買
す
、
駒
ケ
谷
の
牛
市
と
い
ふ
」
と
一
般
的
な
説
明
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。
駒
ケ
谷
牛
市
は
、
近
世
の
畿
内
で
は
非
常
に
有
名
な

も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
　
『
五
畿
内
産
物
図
会
』
（
文
化
七
年
刊
）
に

も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
駒
ケ
谷
牛
市
の
始
源
は
、
『
農
務
顛
末
』
で
は
、
天
正
年
中
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
明
治
一
五
年
で
但
馬
・
丹
波
・
因
幡
・
美

作
・
備
前
・
露
塵
産
の
牛
二
五
〇
頭
を
、
河
内
・
大
和
・
紀
伊
・
伊

賀
・
伊
勢
に
売
っ
て
い
る
が
、
そ
の
天
正
起
源
説
は
あ
ま
り
信
愚
性

の
あ
る
・
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
宝
暦
二
年
（
一
七
五
一
一
）
に
、
天
王
寺
市
の
独
占
が
強
化
さ
れ
在

な
の
牛
市
が
雷
撃
性
を
喪
失
し
て
天
王
寺
の
統
制
に
く
み
こ
ま
れ
よ

う
と
し
た
と
き
、
駒
ケ
谷
村
牛
問
屋
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
に
「
男
面

売
買
之
儀
凡
百
年
余
も
牛
宿
仕
来
候
由
承
伝
候
」
と
あ
り
、
こ
の
文

言
が
ほ
ぼ
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
駒
ケ
谷
市
の
開
始
は
大
体
一
六

五
〇
年
前
後
、
慶
安
－
承
応
ご
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
駒
ケ
谷
市
に
関
す
る
最
も
古
い
史
料
は
、
天
和
元
年
十
一
月
に
、

河
内
古
市
郡
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛
、
石
川
郡
一
須
賀
村
庄
左
衛
門
、
高

　
　
カ
イ
ト

安
三
尊
内
村
憩
兵
衛
・
藤
兵
衛
、
同
郡
恩
智
村
九
郎
兵
衛
の
五
人
か

ら
大
和
の
郡
奉
行
宛
に
出
さ
れ
た
願
書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
右

の
藤
兵
衛
が
大
和
小
平
尾
村
へ
出
む
い
た
折
同
村
の
九
郎
兵
衛
と
そ

の
博
労
久
作
が
彼
に
乱
暴
し
た
こ
と
に
対
す
る
五
人
か
ら
の
抗
議
で

あ
る
が
、
’
こ
の
五
人
は
「
和
州
河
州
之
百
姓
農
作
二
入
食
雄
牛
、
西

国
♂
上
り
申
候
、
其
牛
宿
先
根
ず
仕
来
申
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
天
和
頃
に
す
で
に
こ
れ
ら
生
駒
・
金
翔
山
系
西
麓
に
五
つ
の

牛
宿
が
あ
り
、
西
国
登
牛
を
取
引
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
こ
の
当
時
牛
宿
は
、
牛
一
疋
に
つ
き
銀
二
匁
の
口
銭
を
と
っ
て

い
た
が
「
百
姓
衆
迷
惑
之
由
申
候
二
付
、
今
程
ハ
客
衆
は
た
ご
銭
無

取
申
候
」
と
あ
る
。
　
一
疋
二
匁
の
口
銭
は
、
入
牛
に
対
す
る
口
銭
で

そ
の
後
期
ず
っ
と
残
り
、
後
に
は
三
匁
に
な
っ
て
い
る
。
本
来
こ
の

口
銭
と
旅
籠
銭
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
旅
籠
銭
は
、
牛
博
労
・
追
手

な
ど
の
牛
市
で
の
止
宿
に
と
も
な
う
費
用
で
あ
る
。
口
銭
を
こ
の
時

廃
止
し
た
と
い
う
の
は
他
の
史
料
か
ら
考
え
る
と
ど
う
も
疑
わ
し
い
。

　
右
の
事
件
は
、
牛
宿
の
垣
内
村
藤
兵
衛
か
ら
西
国
牛
を
買
っ
て
大

和
百
姓
へ
売
却
し
て
い
た
小
平
尾
村
久
作
が
彼
に
代
銀
一
貫
一
四
六

匁
余
の
滞
り
を
し
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
根
本
原
因
が
あ
っ

た
ら
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
十
代
銀
の
滞
納
の
た
め
、
　
「
西
国
之
客

衆
（
国
衆
）
隙
入
迷
惑
」
、
従
っ
て
「
近
年
前
々
之
半
分
な
ら
て
洞
癌
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り
不
申
、
其
故
牛
禰
段
高
直
二
罷
成
」
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当

時
の
取
引
量
は
わ
か
ら
な
い
が
、
登
夢
牛
の
減
少
傾
向
が
で
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の

牛
宿
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
中
核
に
河
内
・
大
和
、
更
に
は
泉
州
あ
た

り
に
自
由
な
牛
流
通
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
元
禄
一
二
年
二
月
に
、
現
存
の
最
も
古
い
仲
間
掟
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
一
須
賀
村
庄
左
衛
門
・
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛
・
神
宮
寺

村
九
郎
右
衛
門
・
垣
内
村
忠
兵
衛
の
四
人
が
「
問
屋
」
と
あ
る
。
こ

の
規
約
は
、
問
屋
と
仲
買
博
労
に
関
す
る
取
き
め
で
あ
り
、
河
内
へ

の
入
館
は
す
べ
て
こ
の
四
軒
の
問
屋
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
た
と
え

売
残
り
の
牛
で
も
こ
の
問
屋
以
外
へ
売
れ
ず
、
道
む
か
え
は
摂
津
十

三
村
で
仲
買
衆
が
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
登
り
牛
は
駒
ケ
谷
の

例
で
は
西
国
筋
か
ら
十
三
村
↓
河
内
川
辺
村
↓
大
堀
村
を
通
っ
て
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
和
に
牛
宿
と
い
わ
れ
た
の
が
、
元
禄
に
は

牛
問
屋
と
な
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
も
若
干
か
わ
っ
て
い
る
。
甚
兵
衛

は
、
駒
ケ
谷
村
の
庄
屋
筋
で
あ
る
が
、
彼
は
「
泓
儀
西
国
よ
り
参
候

牛
之
問
屋
仕
、
和
錫
河
州
方
々
百
姓
方
へ
肝
煎
買
遣
し
申
候
」
　
（
元

禄
十
六
年
）
、
　
「
数
血
十
西
旧
劇
♂
参
㎞
り
候
・
午
闇
門
屋
仕
来
痴
言
、
　
五
轍
歓
内
需

不
及
申
、
其
外
伊
賀
伊
勢
紀
州
迄
も
方
々
百
姓
衆
へ
牛
売
買
仕
候
」

（
正
徳
六
年
）
と
あ
り
、
甚
丘
ハ
衛
の
取
引
は
地
元
河
内
だ
け
で
な
く
、

大
和
か
ら
五
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
ま
で
柑
当
広
範
闘
に
わ
た
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
正
徳
五
年
の
仲
閥
定
で
は
、
第
2
表
の
よ
う
な
四
軒
の
問
屋
の
ほ

か
、
仲
買
博
労
の
名
が
判
明
す
る
。
北
は
高
安
郡
垣
内
村
か
ら
南
は

錦
部
二
天
見
村
ま
で
に
広
く
二
二
人
が
分
布
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

大
和
と
反
対
の
山
麓
に
点
在
し
て
お
り
、
大
和
と
の
取
引
が
こ
の
地

方
の
牛
流
通
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ざ
る
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
予
想

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
田
舎
牛
売
買
と
地
機
売
買
と
い

う
工
種
の
取
引
を
規
定
し
、
西
国
登
霞
に
つ
い
て
は
是
ま
で
通
り
座

舗
銀
を
渡
す
こ
と
、
地
牛
売
買
は
掛
売
買
し
な
い
ご
と
、
牛
売
買
中

次
に
は
ふ
ち
さ
き
と
し
て
是
ま
で
通
り
銀
二
匁
受
取
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
。
地
牛
と
田
舎
牛
と
の
関
係
は
、
後
に
少
し
つ
つ
明
ら
か
に
「

な
る
が
、
先
ば
し
っ
て
い
う
と
、
第
1
表
で
み
た
よ
う
に
元
来
五
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

内
で
牛
は
殆
ん
ど
う
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
と
は
と
い
え
ば

　
　
　
ヂ
ウ
ジ

畿
内
の
地
牛
も
西
国
牛
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
西
国
登

り
牛
は
主
と
し
て
若
く
、
こ
れ
を
買
っ
て
育
て
る
と
、
二
、
三
年
し

て
「
地
牛
」
と
い
う
名
で
売
却
し
、
か
わ
り
に
新
し
く
西
国
牛
を
買

う
の
で
あ
る
。
こ
の
仲
間
定
に
も
ま
だ
登
り
牛
の
摂
限
に
関
す
る
規
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近糠畿内擬業と牛流逓（上）　（灘井）

一定　　　　　　　　第2表河内牛商四人
が
な
い
の
は
、
当
時
入
牛
が
比
較
的
順
調
に
行
な
わ
れ
牛
取
引
が

般
商
業
の
繁
栄
と
歩
調
を
合
せ
て
自
由
な
性
格
を
も
ち
、
流
通
機

構
が
大
し
た
障
害
に
ぶ
っ
か
ら
な
い
で
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
登
牛
竜
当
時
は
問
屋
は
「
当
国
へ
引
の
ぼ
り
候

働σ9

1村 刷正徳・1報・8宝暦・1明綱
問
屋
・
組
頭

博

労

古市郡駒ケ谷村

石用郡一須賀村

高安郡恩知村

高安郡壇内村

甚兵衛
庄左衛門
九郎右衛門

勘兵衛
．繍思щ纒ｽ次
　〃　壌内村…伊兵衛
　　　　　ミ　〃大窪村1
　〃郡川村1

古市郡駒ケ谷村 門
郎
衛
郎

衛　
八
兵
太

右忠
弥
吉
長

甚兵衛
孫三郎
九郎右衛門

勘兵衛

次
衛
衛

平
兵
兵

九
弥
平

〃　古南村

門
郎
衛
郎
衛

撃
姦

忠
弥
治
長
与

衛
郎
兵
三
甚
孫

藤三郎

治
門
衛
衛

同齢

ｺ
縣

　
　九
九
平
三

衛
衛
衛

兵
兵
兵

庄
嘉
劇

甚兵衛
三郎兵衛

新七郎

孫右衛門
薫郎兵衛
孫　　七

太郎兵徳

衛
衛
衛
門

兵
兵
兵
楠

庄
嘉
五
久

大縣大熱i八楠隠匿　同
石用郡憲志村

〃　一・di賀村

村備佐

村伴星〃

村
村
村
村
村

麗
馳
・
網
鳥

森
河
春
新
飛

　
瓢

！
　
　
ノ
　
　

ノ
　
　
ノ
　
　
’

’
　
　

ノ
　
　
ノ
　
　
一
　
　

’

錦部郡小山恩讐

　〃　加賀田村

　〃　流谷村

　〃　岩瀬村

　〃　天測村
　〃　向野村、

衛
衛
衛
衛
衛

兵
皆
兵
兵

　
銀
貞
ハ

忠
五
九
七
治

七半

門
助
助

衛右嘉
庄
弥

衛
衛
門
衛
衛
衛

　
ゆ
エ

兵
兵
長
論
叢

新
宿
九
七
治
加

門
介
衛
衛
部
郎

罐
兵
兵
四
四

勘
庄
治
加
餐
文

長右衛門

八郎兵衛

弥平「次

市左衛門

久右衛門

清兵衛

伝目口
小右衛門

治兵衛
権右衛門

慕右衛門

佐　　助

新　　助

次
衛
平
兵
佐
徳

清兵衛

杢右衛門

衛
門
衛

兵
舗
兵

喜
小
善

衛
助
衛
門

　
　
　
衛

兵
兵

　
　
　
右

次
武
庄
嘉

助
　
吉

佐
　
三

九兵衛

伊兵衛

　　　　E

勘兵衛i
　　　　’



牛
等
を
買
調
」
る
ほ
か
、
自
ら
毎
年
三
月
頃
か
ら
「
銀
子
致
才
覚
之
、

西
国
へ
能
登
砂
買
登
」
つ
た
り
し
て
年
々
五
百
疋
余
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
問
屋
が
直
接
西
国
筋
へ
出
向
い
て
買
付
け
る
こ
と
は
、

後
の
よ
う
に
天
王
寺
市
の
市
場
独
占
の
強
化
が
み
ら
れ
る
と
在
地
牛

問
量
の
機
能
か
ら
姿
を
消
し
、
逆
に
河
内
の
仲
買
博
労
が
買
下
り
を

し
て
問
屋
を
こ
ま
ら
す
に
い
た
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
点
か
ら
考
え

る
と
確
固
と
し
た
封
建
的
な
統
制
に
基
く
流
通
機
購
と
い
う
に
は
あ

ま
り
に
も
自
由
で
あ
り
、
在
地
問
屋
の
独
自
性
が
十
分
に
よ
み
と
れ

る
の
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛
家
は
、
享
保
三
年
九
月
代
替
り
で
子
の
三
之
介

が
幼
少
の
た
め
別
家
の
新
兵
衛
に
一
時
的
に
問
屋
を
譲
っ
て
い
る
が
、

そ
の
時
甚
兵
衛
家
は
四
〇
貫
目
の
織
方
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
の
銀

高
を
牛
一
疋
一
五
〇
匁
と
し
て
牛
数
に
換
算
す
る
と
、
牛
二
五
〇
～

六
〇
頭
分
に
あ
た
り
、
当
時
の
取
引
高
の
一
斑
を
示
し
て
く
れ
る
。

こ
の
掛
高
は
仲
買
博
労
と
の
間
に
生
じ
た
竜
の
で
、
先
の
正
徳
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
仲
間
定
に
竜
ま
た
享
保
一
八
年
の
仲
間
定
に
も
仲
間
の
内
払
銀
算

用
が
す
ま
ぬ
内
は
売
買
さ
せ
ぬ
と
し
て
お
り
、
代
銀
の
滞
り
が
こ
の

時
期
の
主
要
な
問
題
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
先
に
み
た
天
和
の
一

件
も
大
和
博
労
の
滞
銀
に
事
を
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
享
保
一

一
年
に
駒
ケ
漁
村
博
労
久
右
衛
門
と
徳
右
衛
門
が
二
貫
二
四
匁
の
う

ち
五
〇
九
匁
六
分
を
銀
で
支
払
い
、
残
り
を
高
工
石
七
升
の
土
地
で

精
算
し
あ
げ
く
は
牛
商
売
か
ら
手
を
ひ
い
た
り
、
こ
の
種
の
例
は
数

多
く
み
ら
れ
る
。
と
く
に
遠
隔
地
間
の
取
引
だ
け
に
当
時
の
商
業
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

織
で
は
と
か
く
危
険
を
伴
な
い
が
ち
で
あ
っ
た
。
商
業
よ
り
農
業
経

営
が
安
全
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ま
だ
商
業
関
係
が
十
分
に
そ
の
機

構
を
整
備
し
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
甚
兵
衛
も
こ
の
頃
、

三
力
年
で
一
九
貫
に
及
ぶ
売
掛
銀
を
か
か
え
て
運
転
資
金
の
欠
乏
を

生
じ
田
地
を
少
し
売
り
は
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
か
か
る
仲
買
博
労
の
う
ち
河
内
の
分
は
第
2
表
に
示
し
た
が
、
一

方
こ
の
ほ
か
に
大
和
の
分
が
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
元
交
六
年

に
起
つ
た
問
屋
甚
兵
衛
と
和
州
宇
陀
郡
野
依
村
小
兵
衛
と
の
牛
売
代

銀
三
貫
目
黒
の
代
地
雷
出
入
は
か
か
る
関
係
か
ら
出
た
問
題
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
取
引
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
野
依
村
庄
屋
新
兵
衛
か

ら
小
兵
衛
は
「
田
畑
多
所
持
仕
候
燧
金
ル
」
も
の
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ

て
信
用
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
問
屋
に
対
し
て
代
銀
未
払

に
し
な
が
ら
一
方
和
州
・
河
州
に
か
け
て
手
広
く
牛
商
売
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
「
小
兵
衛
方
二
而
牛
市
取
立
仕
、
拾
四
年
以
前
申
年

（
享
保
一
三
）
閏
正
月
廿
日
時
分
爾
三
日
と
申
、
宇
陀
郡
は
不
及
申
二
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近世畿内翼業と牛流通（上）　（瀬井）

第3衷　駒ケ谷牛地隼取引

計 牛に　て　取

25，72726

25，656．9

25，780．13

31，065．35

33，619．94

1，361匁（牛11疋）

77Q匁

　810匁（tE：8JE）

2，4ア0匁（tir－／3刀三）

2，053匁

和州かし1河州かしi城州かし1泉州かし

1，334．2
　　　　匁
6，473．06

6，130．0

6，335．4

7，638．4

9，367．561

1，758．5

1，746．2

1，430．8

！，629．65

　　　　　，匁

10，416．3

1e，sso．o

　　　　匁
7，503．7

7，2！7．21e，sso．0

10，193P3

11，987．01

13，084．73

7，2！7．2

7，5e8．7

9，293．751

8，530．0

6，130．0

6，335．4

7，638．4

9，367．5

享保10～享保18

　享保19
　　t，　20

　元文1
　　1t　2

就
中
諸
方
共
廻
状
出
シ
大
勢
之
人
数

招
寄
牛
興
行
仕
、
相
集
り
近
事
十
日

斗
之
聞
二
而
御
座
候
、
夫
故
河
州
良

酒
私
♂
申
遣
シ
呉
と
達
而
頼
被
馬
匹

二
付
、
河
州
よ
り
弐
十
人
斗
牛
追
越

申
候
、
凡
牛
集
り
候
処
百
疋
余
二
御

座
候
篇
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
小
規

模
で
は
あ
る
が
「
前
代
♂
承
り
不
及

候
牛
市
」
を
新
規
に
開
き
、
弐
貫
匁

の
利
益
を
あ
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

彼
は
大
和
博
労
の
中
で
は
大
き
い
方

で
あ
ろ
う
が
、
河
内
駒
ケ
谷
牛
を
主

た
る
商
品
と
し
て
牛
市
を
独
自
に
開

く
な
ど
、
こ
の
点
に
牛
市
統
制
の
ゆ

る
さ
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
河
内
博
労
・
問
屋
は
独
占
権
を

有
し
な
い
た
め
大
和
の
新
規
牛
市
に

対
し
て
そ
の
不
法
を
訴
え
る
法
律
的

な
根
拠
は
も
た
ず
、
宝
暦
六
年
の
よ

う
な
大
が
か
り
な
市
場
争
奪
戦
は
生
じ
な
い
で
、
た
だ
代
銀
欠
滞
と

い
う
形
態
で
そ
の
対
立
が
展
開
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
享
保
か
ら
元
文
頃
に
つ
い
て
は
甚
兵
衛
家
の
牛
取
引
量
が
判
明
す

る
。
こ
の
史
料
は
地
牛
と
田
舎
縞
と
に
分
け
て
、
地
回
に
つ
い
て
は

大
和
河
内
山
城
和
泉
に
対
す
る
売
掛
金
の
十
二
月
末
の
決
算
部
分
と
、

田
舎
牛
買
込
は
五
月
十
月
の
二
回
の
決
算
部
分
と
か
ら
な
り
た
っ
て

い
る
。
地
回
売
買
は
大
体
登
り
牛
と
は
別
に
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
。

こ
の
地
方
の
牛
の
売
払
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
売
掛
金
の
み
か
き
出
し

て
あ
る
（
第
3
表
）
。
売
掛
金
高
は
和
州
・
河
州
」
城
州
・
泉
州
の
順

に
な
っ
て
お
り
、
駒
ケ
谷
村
の
牛
市
が
こ
れ
ら
脳
力
国
と
右
の
順
位

で
取
引
形
態
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
河
内
は
地
元
で
あ
る

だ
け
に
取
引
量
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
駒
ケ
谷
市

の
牡
牛
は
土
質
や
農
業
経
営
の
型
に
規
制
さ
れ
て
か
え
っ
て
大
和
を

籠
二
の
売
込
市
場
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第
3
表
の
・
石
生
の

「
牛
二
指
定
」
は
貸
方
の
計
箕
に
加
箕
さ
れ
る
も
の
で
お
そ
ら
く
瘤

牛
問
の
交
替
i
替
牛
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
農
民
は
持

牛
を
よ
り
よ
い
牛
と
交
換
し
そ
の
差
額
を
博
労
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
大
和
博
労
の
地
墨
分
取
扱
の
例
で
は
、
正
徳
三
年
寺
口
三
遍
右
衛
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門
が
あ
る
。
彼
は
河
内
の
各
村
々
か
ら
二
〇
疋
、
三
貫
三
四
匁
の
牛

を
買
い
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
買
入
先
は
石
川
の
下
流
附
近
（
古
市
、

円
明
、
駒
ヶ
谷
）
お
よ
び
そ
の
支
流
の
東
条
川
流
域
（
中
村
、
二
河
原
辺
、

出
含
、
漆
原
、
北
水
分
）
、
　
一
部
は
泉
州
高
蔵
寺
に
及
ん
で
い
る
。
勿
論

問
屡
が
地
主
と
登
牛
の
双
方
を
取
扱
つ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
仲
買
博

労
も
こ
の
両
方
の
取
引
に
従
事
し
て
い
た
。
た
だ
登
牛
の
日
限
は
春

五
月
と
秋
十
月
に
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
た
め
そ
の
取
引
は
集
中
的
に

行
わ
れ
、
地
牛
売
買
は
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
半
ば
恒
常
的
に
一

定
の
日
限
を
限
ら
ず
に
行
わ
れ
て
い
た
一
・
㍗
う
で
あ
る
。

　
寛
延
三
年
十
月
に
恩
智
村
博
労
弥
兵
衛
が
、
河
内
丹
北
・
丹
南
郡

の
九
力
村
（
西
大
塚
、
東
阿
保
、
西
阿
保
、
三
宅
、
松
原
、
丹
下
、
長
働
根
、

金
田
、
小
蔵
田
、
大
堀
）
二
二
人
の
農
民
か
ら
二
二
疋
の
牛
を
五
貫
九

七
〇
匁
で
買
入
れ
た
も
の
の
、
そ
の
代
銀
が
滞
っ
て
身
代
限
り
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
大
和
博
労
の
例
と
あ
わ
せ
て
、
河
内
博
労

の
地
牛
買
入
先
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
博
労
の
署
員
取

引
を
問
屋
が
総
括
し
農
民
と
博
労
間
の
金
融
に
責
任
を
も
つ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
寛
延
前
後
の
伊
勢
・
大
和
売
に
つ
い
て
み
る
と
、
伊
勢
塚
本
村
藤

村
儀
兵
衛
は
、
甚
兵
衛
か
ら
延
享
三
年
二
四
疋
（
六
貫
一
二
〇
匁
五
分
）
、

同
四
年
一
〇
疋
（
三
五
両
三
歩
）
、
寛
延
元
年
九
疋
（
三
三
両
三
歩
）
を

買
い
、
大
和
宇
陀
郡
野
依
村
新
兵
衛
（
庄
屋
）
は
、
寛
延
二
年
二
一

疋
（
四
貫
四
〇
二
匁
）
、
同
三
年
一
九
疋
（
四
貫
三
二
二
匁
）
を
買
っ
て

い
る
。
こ
の
時
の
取
引
は
春
牛
・
鷲
鼻
・
海
牛
と
な
っ
て
い
る
が
、

春
牛
は
正
月
か
ら
七
月
、
秋
牛
は
八
月
か
ら
九
月
、
冬
牛
は
十
月
か

ら
十
｝
月
に
該
当
し
て
い
た
よ
う
で
、
両
人
の
買
入
牛
八
三
疋
の
中

で
は
秋
牛
に
の
み
登
夢
牛
が
あ
ら
わ
れ
そ
の
量
も
わ
ず
か
五
疋
に
す

ぎ
な
い
。
他
は
す
べ
て
、
中
村
・
川
野
辺
・
平
石
・
白
木
・
葉
室
、

下
河
内
・
碓
井
・
円
朋
・
駒
ケ
谷
・
野
々
上
と
い
っ
た
古
市
・
石
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ
ダ
イ
ジ

郡
と
、
一
部
河
原
城
、
黒
山
な
ど
の
丹
南
郡
と
、
深
坂
・
豊
田
・
八
田
寺
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
セ

釜
室
・
田
中
・
高
蔵
寺
・
野
田
羅
・
伏
尾
な
ど
和
泉
大
鳥
郡
の
地
塁

と
な
っ
て
い
る
。
大
和
方
面
へ
入
る
地
牛
の
分
布
は
こ
れ
で
一
層
明

確
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
博
労
に
よ
っ
て
買
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

牛
は
、
大
和
・
河
内
・
山
城
へ
売
払
わ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
山
城
関
係
に
つ
い
て
み
よ
う
。
山
城
へ
の
売
払
は
京
九
条
・

棄
寺
・
鳥
羽
・
横
大
路
と
い
っ
た
京
都
南
部
の
漫
録
で
あ
り
、
大
津

…
伏
見
閤
の
陸
上
交
通
業
者
た
る
牛
車
屋
へ
売
ら
れ
て
い
る
。
　
「
京

都
江
諸
荷
物
積
登
り
申
候
車
牛
数
年
鴬
冗
申
候
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

農
耕
牛
で
は
な
く
て
荷
留
で
あ
り
、
こ
れ
は
西
国
か
ら
の
野
牛
で
は
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第4表　駒ケ谷毒繊舎牛取引

牛1頭
価　格

　　匁

4
1

4
り
0

／
！

払暁
A一（B
十。十

D）匁
10，135

5，612

B十C
十D

2，796

1．872

D
リ
用
匁

　
泊
造

　c牛入
口銭

　匁

之
　
匁

牛
入

B
銭
方
匁

　
口
引

4
（
U

7
「
3

5
り
Q
2
2

9
禰
（
U
4
4
1
1
1
0

9
々
9
臼

1，800

1．114

A

代銀

匁

12，933

7．484

引
数
頭

取
牛節

季年代

90
T7

春野リ
秋登y

享保！9

9
（
）

娃
つ
】

霊
■
－

8，664

3．848

2，430

1．668

∩
）
』
陛

7
1
⊥
4
4
0
4
8
3

4
り
0

1・罐81器孚H，094
5．516

74
S6

リ
リ
藩
儒
春
秋享保20

上
り
Q5
4
1
1

9，791

6．532

2，396

1．496

9
Ω
ρ
O

r
D
4

り
0
1

バ
濡
0

2
り
Q
4
2

9
繍
r
D

1
1
2
1

！，620

ユ．120

12，187

8．028

8！

T6
春登り
秋登り

元」｛　1

元文2　春秋登リ　172　39，019 　　i5，160　1　？　1　1，723　1　1，269 8，152　130，867　1　226

7
1

、
4
6
9
】

2
9
』

1：欝欄1，200

1，629

つ
・
？
・

75
52
1｝§：垣9書　1塁：898春夏リ

秋登v
寛保＝3

P4，136　ils，2so　1　2sg
1，114延享1 春登リ 74　119，320 2，960 ？

勤
め
が
た
く

そ
の
牡
の
野

牛
を
あ
る
程

度
河
内
で
飼

育
し
た
上
で

送
り
こ
ん
で

い
た
の
で
あ

⑧
る
。　

か
か
る
地

牛
売
買
の
ほ

か
に
、
登
熟

牛
売
買
が
あ

っ
た
（
第
4

表
）
。
享
保
末

か
ら
寛
保
頃

ま
で
の
取
引

を
み
る
と
、

二
度
の
登
り

牛
を
合
せ
る

と
四
〇
〇
疋
前
後
の
入
目
が
あ
り
、
享
保
一
九
年
四
一
二
疋
、
同
工

O
素
語
〇
七
疋
で
あ
る
が
、
元
文
に
は
三
二
七
疋
と
滅
少
し
て
い
る
。

先
に
年
間
五
〇
〇
疋
と
い
わ
れ
た
頃
か
ら
み
る
と
そ
の
減
少
は
あ
き

ら
か
で
あ
る
。
こ
の
入
替
の
う
ち
駒
ケ
谷
市
で
売
買
さ
れ
た
の
は
一

一二

Z
疋
か
ら
一
七
〇
疋
に
及
ん
で
い
る
。
　
入
道
数
と
取
引
数
（
一
般

に
出
来
高
と
い
う
）
と
の
関
係
を
み
る
に
、
入
牛
が
や
や
減
少
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
取
引
数
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。
こ
の
時
期
で
は

駒
ケ
谷
市
は
春
登
り
の
方
が
一
般
に
数
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
当
時
入
牛
一
疋
に
つ
き
銀
二
匁
を
徴
収
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
徳

五
年
の
屋
舗
銀
、
ふ
ち
さ
き
銀
い
ず
れ
に
相
当
す
る
の
か
は
つ
さ
り

し
な
い
が
、
問
屋
の
利
益
分
で
あ
る
。
こ
れ
と
な
ら
ん
で
口
銭
引
方

と
し
て
支
払
代
銀
か
ら
差
引
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
額
は
一

疋
に
つ
き
享
保
十
九
～
元
文
元
年
は
二
〇
匁
、
元
文
二
年
に
は
三
〇

匁
、
同
三
年
中
は
四
〇
匁
と
漸
増
し
て
い
る
。
こ
の
引
当
は
そ
の
後

も
引
続
い
て
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
問
屋
の
収
入
に
な
っ
た
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。
元
文
二
年
か
ら
牛
の
価
格
を
は
じ
め
一
般
に
物
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

高
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
貨
幣
改
鋳
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
春
牛
と

秋
牛
と
を
く
ら
べ
る
と
全
般
に
春
牛
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
秋
牛
は
こ
ち
ら
に
登
っ
て
く
る
前
に
農
耕
そ
の
他
で
使
用
さ
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れ
て
器
夢
、

第5表　 駒ケ谷市登　リ　日

〉診鍵」醇・1輔・1矯・2陣内・1・和・1蝋・

足
は
強
く
て
す
ぐ
使
用
で
き
る
が
中
圏
筋
で
秋
を
過
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

よ
前

節
日
月
1
0
で

5
り
藷
ま

5月節H
まで

5月気山
まで

節臼10後
まで

前
日
旧
節

10

閧
ﾅ

節
よ
ま

前
臼
玉
節
5
り
で

節
よ
ま

二三（5月）

10月節よ
り10前ま

で

10月節日
3日後ま
で

R
門
ま

簾
後
月
日

10

T
で

節日5日
後まで

節io臼前
より節3
日後まで

lt秋牛（10月）

し
て
痩
せ
て
い
る
か
ら
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
駒
ケ
谷
市
は
元
禄
～

享
保
期
に
か
け
て
早
く
も
四
〇
〇
頭

に
及
ぶ
牛
市
が
開
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
備
後
三
次
十
日
市
の
四
千
か

戸
り
山
口
千
－
に
及
ぶ
牛
馬
市
（
延
享
年
間
）

や
作
州
久
世
市
の
三
干
頭
（
寛
政
年

⑪闊
）
な
ど
の
よ
う
な
中
陣
筋
の
生
産

地
帯
の
牛
市
に
比
べ
る
と
遙
か
に
規

模
は
小
さ
い
が
、
消
費
地
市
場
と
し

て
は
天
王
寺
市
に
つ
ぐ
大
き
さ
を
有

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
当
時
登
り
牛
の
日
限
に
つ
い
て
は

一
切
史
料
に
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
が
、

享
保
末
に
は
先
に
み
た
よ
う
に
大
体

五
月
、
十
月
に
入
っ
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
る
に
延
享
四
年
十
月
に
、

登
り
牛
売
買
が
延
引
し
が
ち
で
あ
る

の
で
、
五
月
・
十
月
節
五
日
前
ず
節
賃
ま
で
と
日
限
を
き
め
、
そ
の

日
に
遅
れ
た
国
衆
は
問
屋
方
へ
野
牛
で
き
ず
、
ま
た
山
手
道
買
を
禁

止
し
て
い
る
（
第
6
表
）
。
こ
の
史
料
は
悶
幡
7
・
備
前
3
・
出
雲
1
・

作
州
4
の
あ
わ
せ
て
一
五
人
の
国
衆
か
ら
問
屋
甚
兵
衛
へ
差
出
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
延
享
に
い
た
っ
て
始
め
て
登
り
日
の
決
定
を
中
心

に
問
屋
の
統
欄
が
き
び
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
直
接
的
な
契
機
は
こ
こ
に
み
る
限
り
で
は
入
牛
の
延
引
が
あ

り
、
ま
た
先
に
触
れ
た
よ
う
に
入
江
量
が
漸
減
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ

た
の
か
。
丁
度
こ
の
頃
、
寛
文
弐
年
以
来
暫
く
や
め
て
い
た
天
王
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

牛
市
が
、
寛
保
二
年
に
再
興
し
た
こ
と
と
関
係
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

天
王
寺
市
の
中
絶
は
お
そ
ら
く
競
争
市
の
出
現
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
再
興
後
も
天
王
寺
市
は
不
繁
畠
で
運
上

銀
の
上
納
に
さ
し
つ
か
え
る
よ
う
に
な
り
、
か
く
て
逆
に
宝
暦
二
年

に
は
独
占
体
制
を
強
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
寛
保
の

天
王
寺
の
独
占
に
対
し
、
翌
年
泉
州
南
郡
泉
郡
か
ら
、
つ
い
で
延
享

一
戸
年
に
は
摂
河
泉
一
　
一
年
か
ら
反
対
が
・
お
こ
っ
た
が
、
　
吟
て
の
結
果

コ
大
工
山
寺
村
へ
罷
」
蕨
一
宮
牛
を
外
在
女
二
十
二
世
冗
四
貝
致
候
義
勿
払
薦
新
加
祝

二
牛
市
等
立
内
儀
一
切
致
問
敷
畳
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
局
天
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王
寺
の
支
配
体
制
を
領
主
側
が
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
天
王
寺
の
動
き
に
河
内
の
牛
市
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
後
の
史
料
か
ら
み
る
と
ま
だ
し
ば
ら
く
（
宝

暦
二
年
ま
で
）
　
独
自
性
を
維
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
　
そ

の
影
響
は
強
く
漫
透
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
延
享
四
年
置
仲
間
定

が
そ
れ
以
前
の
と
く
ら
べ
て
日
限
の
点
で
相
異
を
有
し
て
く
る
の
は

か
か
る
時
期
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
二
　
元
禄
期
の
摂
冷
泉
の
牛
流
通

　
牛
取
引
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
知
る
た
め
、
摂
河
泉
の
三
七
国
を

牛
所
有
関
係
を
通
じ
て
そ
の
各
々
の
特
色
を
し
ら
べ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
①
　
河
内
古
山
巾
郡
駒
ケ
谷
［
村

　
駒
ケ
谷
村
の
牛
所
有
は
、
元
禄
以
降
す
べ
て
牡
牛
で
あ
り
、
文
政

三
年
に
い
た
っ
て
始
め
て
牝
牛
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
点
第
1

表
で
み
た
河
内
全
体
の
牝
牛
優
越
と
く
ら
べ
て
特
殊
な
例
で
、
牝
牛

の
多
い
大
和
取
引
を
中
心
と
す
る
牛
市
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
反
映
し

て
い
る
。
同
村
の
牛
は
、
一
般
農
民
の
ほ
か
博
労
に
よ
っ
て
所
有
さ

れ
て
い
る
た
め
、
単
に
農
耕
用
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
販
売
用
と

し
て
の
意
味
を
有
し
事
実
所
有
牛
は
一
般
の
村
に
く
ら
べ
る
と
移
動

率
が
高
い
。
第
6
表
は
享
保
末
年
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が

そ
の
移
動
は
大
き
い
。
牛
の
買
入
は
同
村
の
博
労
［
か
・
り
行
な
わ
れ
る

が
、
一
方
博
労
自
身
が
持
主
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
彼
ら
が
直
接

他
村
か
ら
買
付
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
甚
兵
衛
や
与
兵
衛
と
い

っ
た
博
労
（
甚
兵
衛
は
問
屋
を
も
か
ね
る
）
　
の
持
牛
は
、
西
国
登
り
牛

の
ほ
か
に
、
誉
田
・
出
合
・
和
泉
あ
た
り
か
ら
も
購
入
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
図
　
和
泉
大
鳥
郡
諸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ワ
ダ
ニ

　
駒
ケ
谷
市
と
早
く
か
ら
取
引
関
係
に
あ
っ
た
和
泉
大
鳥
郡
上
神
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

方
面
の
、
元
禄
三
年
当
時
の
牛
所
有
を
し
ら
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
地

方
の
牛
所
有
は
、
大
庭
寺
・
太
平
寺
・
小
代
村
の
よ
う
な
平
野
部
で

は
す
べ
て
牝
牛
で
あ
る
が
、
石
津
川
上
流
の
山
間
村
落
で
あ
る
畑
・

田
中
・
鉢
峯
山
・
片
蔵
・
釜
室
村
な
ど
は
す
べ
て
牡
牛
で
あ
り
、
駒

ケ
谷
の
所
有
関
係
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
先
に
部
分
的
に
触
れ
た
両

者
が
牡
牛
の
同
一
市
場
圏
に
あ
っ
た
こ
と
が
傍
証
さ
れ
る
。
事
実
牛

の
売
買
関
係
を
み
る
と
そ
の
こ
と
は
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
第
7
表

に
示
し
た
の
は
各
々
の
牛
数
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
元
禄
三
年
か
ら

翌
四
年
の
一
力
年
間
で
移
動
の
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
、
牡
牛
所
有
の
村
は
一
部
の
例
外
の
ほ
か
は
す
べ
て
河
州
古

市
・
石
川
・
錦
部
郡
の
金
鰯
山
麓
の
村
六
と
売
買
闘
魂
に
入
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ゆ
る
泉
州
の
淫
書
の
実
態
が
こ
れ
で
判
明

15　（175）



第
6表
駒
ケ
谷
対
の
牛
所
有
の
変
化

牛
所
有
者

享
　
　
保
　
　
15

与
次
兵
衛

弥
兵
衛

忠
兵
衛
久
五
郎
与
兵
衛

九
兵
衛

六
郎
兵
衛

茂
　
　
吉

久
兵
衛
甚
三
郎

清
右
衛
門

六
兵
衛
甚
兵
衛
左
兵
衛

七
左
衛
門

吉
右
衛
門

藏
兵
衛
弥
八
郎

宇
兵
衛

吉
兵
衛

又
兵
衛

長
兵
衛

伊
．
兵
衛

牛
色
・?
?

入
　
　
先

ま
だ
ら
7歳

　
黒
　
7歳

あ
い
せ
け
6
歳

｛亦里｛肌｛黒州｛亦黒描画崩里｛黒描鍛｛璽細

癌脳臨威滅繊開城欝例歳鵡威歳叢磯距臓歳

55765575655

岩
井
村
源
右
衛
門
二
買

当
村
馬
喰
ヨ
太
郎
二
買

当
村
馬
喰
甚
兵
衛
二
買

　
　
　
　
i
t

蝿
村
馬
喰
五
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
治
兵
衛
二
買

当
確
馬
喰
又
兵
衛
二
買

早
早
馬
喰
甚
兵
衛
二
軍

　
　
　
　
t
l

嶺
村
馬
喰
次
兵
衛
二
二

当
村
馬
喰
与
次
兵
衛
二
買

　
　
　
　
1
1

古
市
震
三
郎
左
衛
門
二
買

美
作
濁
作
兵
衛
二
買

屋
　
　
保
　
　
17

牛
色
・
年
令

買
入
　
　
先

歳歳
6ワ5

黒黒黒
　
6歳

黒
　
7歳

黒
　
6歳

ま
だ
ら
7歳

　
黒
　
7歳

　
黒
　
6歳

ま
だ
ら
5歳

黒
…

｣｛瘁
o

｢｛｢｛

5歳
6歳7歳6歳5歳

ま
だ
ら
6歳

古
市
郡
誉
田
村
久
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
弥
八
郎
二
買

当
村
馬
喰
又
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
与
次
兵
衛
二
買

当
帰
馬
喰
甚
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
治
兵
衛
二
買

水
村
与
次
兵
衛
購
買

　
　
　
　
ノ
ノ

欝
合
村
重
兵
衛
二
言

当
村
馬
喰
甚
兵
衛
二
二

　
　
　
　
tt

春
日
村
馬
喰
久
右
衛
門
二
買

坂
：
田
村
治
郎
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
甚
兵
衛
二
品

　
　
　
　
ft

享
　
　
保
　
　
19

絶
・
年
到
買

入
　
　
先

馬
　
6歳

黒
　
6歳

黒
　
7歳

ま
だ
ら
5歳

　
黒
　
7歳

ま
だ
ら
7歳歳歳
76

黒黒黒
　
6歳

黒
　
5歳

ま
だ
ら
6黎

　
黒
　
6歳

ま
だ
ら
7歳

ま
．
だ
ら
5歳

　
赤
　
5歳

　
黒
　
6歳

誉
田
村
久
兵
衛
二
買

田
村
馬
喰
又
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
治
兵
衛
二
恩

当
村
馬
喰
甚
兵
薇
二
買

当
村
馬
喰
治
兵
衛
二
買

〃
　
〃
与
・
次
兵
衛
二
買

〃
　
〃
治
兵
衛
二
買

和
泉
楚
瀬
松
治
郎
二
墨

水
分
村
伊
帰
籍
眼
軸
買

ノ
1贋
辺
村
清
右
衛
門
二
買

春
日
村
久
右
衛
門
二
買
』

誉
田
村
甚
兵
衛
二
買

水
分
村
久
兵
衛
二
品

　
　
　
　
tt

中
村
権
兵
衛
二
買

当
村
馬
喰
与
治
兵
衛
二
買

註
　
す
べ
て
牡
牛

（㊤き）縮
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第
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太
旧
領
泉
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大
鳥
郡
村
々
牛
取
引
　
（
元
禄
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牛
持
主
i降
・
歳
・
｝

7じ

掌ク
払

先
｝
瞬
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1

買
入

先

畑
　
　
村
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中
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11右
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兵
　
衛

長
右
衛
門
・
忠
右
衛
門

九
　
郎
　
左
　
衛
　
門

池
の
坊
・
次
郎
右
籍
門

長
　
　
兵
　
　
衛

庄
右
衛
門
・
次
郎
右
衛
門

庄
　
　
兵
　
　
衛

佐
　
　
兵
　
　
衛

長
　
左
　
衛
　
門

牡
牛
（
7
）

tt
　
（
7
）
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7
）
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t
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桜
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衛
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駒
ケ
谷
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衛
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須
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門
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志
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弥
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衛
門

河
州
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛

添
尾
村
利
兵
衛

河
州
一
須
賀
村
庄
左
衛
門

河
州
石
用
郡
喜
志
村
弥
藁
右
衛
門

河
州
一
須
賀
村
庄
左
衛
門
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州
喜
志
村
弥
憲
右
衛
門

　
　
tl　
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（
6）

”
　
（
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6）

”
　
（
6）
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（
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（
5）

，
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（
5）
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（
6）

河
州
四
つ
く
の
水
村
久
右
衛
門

岩
室
村
喜
看
衛
門

河
州
喜
志
桜
井
村
九
兵
衛

lt　
tl　
tl

Il　
tt　
tl

tl　
ll　
tt

It　
lt　
rt

tl　
ll　
tt

河
州
一
一
・
A須
賀
村
庄
左
衛
門

河
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PNつ
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の
木
村
久
右
衛
門

rt　
tt　
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河
州
喜
志
桜
井
村
九
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衛

河
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一
一
須
賀
村
庄
左
燃
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河
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駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛

河
州
一
須
賀
村
庄
左
衛
門

河
州
喜
志
村
弥
三
右
衛
門

河
州
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛

添
尾
村
利
兵
衛

河
州
一
審
賀
村
庄
左
衛
門

河
州
喜
志
村
弥
三
右
衛
門

一
州
一
須
賀
山
畑
左
軸
門

河
州
喜
志
村
弥
三
右
衛
門
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村
牛
持
主
1売
牛
㈱
1

？じ
払
先
1｛
財
劇

買
入

先

革
峯
山
村

片
歳
村

釜
室
村

善
四
郎
・
八
兵
衛

忠
兵
衛
・
長
十
郎

市
兵
衛
・
清
三
郎

利
右
衛
門

助
　
左
　
衛
　
門

仁
右
衛
門
・
市
右
衛
門

三
　
郎
　
兵
　
衛

九
郎
兵
衛
・
五
郎
兵
衛

庄
　
左
　
衛
　
門

六
右
衛
門
・
仁
兵
衛

清
　
左
　
衛
　
門

太
線
兵
衛
・
清
左
衛
門

二
斑
浜
衛
・
庄
右
衛
門

与
　
次
　
兵
　
二

五
　
郎
　
兵
　
衛

吉
左
衛
門
・
利
右
衛
門

　
　
　
　
　
三
　
左
　
衛
　
門

　
　
　
　
　
佐
左
：
衛
門
・
与
二
軍
衛
門

　
　
　
　
　
武
右
衛
門
・
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
甚
　
右
　
衛
　
門

大
津
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庄
左
衛
門
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近匿畿内農業と牛流逓（上）　（酒井）

際
蚤
勲
…
「
「
∵
鋤
録
勲
ユ

簸
掛
強
澱
・
棉
漏
隣
懇
差

裟
業
マ
淋
寧
鼓
藩
慧

、、

i
O
）

・
・
（
腿
）

牽
童
冷
、
〔
鉱
｝
［
い
麟
鎖
晶
”
年
額
麟
奮
鶏

麺
塗
麟
朗
謙
倉
財
耳
語

　
、
、
「
三
上 （o
）
τ
｝
豊
緊
顛
芸
㌶
知
解
、
4

、
、
　
　
育
断
避
蔵

す
る
。
こ
の
牡
牛
市
場
圏
は
強
く
駒
ケ
谷
な
ど
の
河
内
牛
市
と
結
び

つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
泉
州
全
体
と
し
て
は
こ
れ
は
一
般
に
及
ぼ

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
た
と
え
ば
牝
牛
所
有
　
（
芸
州
で
は
こ
の
方
が

一
般
的
。
第
1
表
参
照
）
に
よ
っ
て
曳
裂
づ
け
ら
れ
る
大
庭
寺
・
太
平

寺
の
隼
は
河
内
と
は
無
関
係
に
泉
州
内
部
で
の
み
動
い
て
い
る
。
勿

論
こ
の
暦
学
も
と
は
西
国
登
り
牛
で
あ
る
が
、
泉
州
は
牝
牛
の
野
村

市
を
中
心
に
一
つ
の
市
場
圏
が
あ
り
、
こ
の
方
面
に
は
主
と
し
て
但

第8表　和泉大鳥郡村々牛移動率

　　　　　　　　　　（元禄3）

暉姦院鷺件移勢
70．6

37．5

57．1

21．1

2／．4

38．9

9ユ

12

U
1
2
4
3
7
1

17

P6

Q！

P9

P4

P8

t

畑　　村

田中村
鉢峯肉
片蔵村
釜室村
大庭寺村

大平寺村

38．845116鴻

益
牛
が
供
給
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
大
阪

府
『
農
事
調
査
』
に

よ
る
と
「
和
泉
国
二

一
ア
ハ
十
口
早
く
庸
㎎
＃
†
但
一
騰
圃
，

地
方
ヨ
リ
当
才
ノ
積

牛
ヲ
買
入
レ
、
十
ケ

月
乃
至
一
ケ
年
闊
飼

畜
ロ
シ
耕
転
ノ
法
二
熟

錬
セ
シ
メ
テ
後
紀
州
村
方
へ
売
ル
ノ
習
慣
ア
リ
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
泉
州
の
牛
飼
育
の
特
色
は
、
第
8
表
に
示
し
た
よ
う
な

牛
移
動
率
の
高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
　
一
力
年
間
だ
け
の
数
値
な
の
で

村
に
よ
っ
て
相
当
の
開
き
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
を
通
じ
て
一
一
六

疋
の
う
ち
四
五
疋
（
三
九
％
）
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
購
入
牛
は
売

却
牛
よ
り
年
齢
が
若
く
な
っ
て
い
る
。
必
ず
し
も
当
歳
の
牛
で
は
な

い
が
、
若
牛
を
買
い
入
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
以
上
二
つ
は
相
関
連
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
次
に
直
接
こ
れ
ら
と

結
び
つ
か
な
い
地
域
を
と
り
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
③
　
摂
津
武
庫
郡
上
瓦
林
組

　
摂
津
尼
崎
藩
領
の
上
瓦
林
組
の
も
と
に
い
た
牛
博
労
茂
右
衛
門
・

与
三
左
衛
門
（
上
瓦
林
村
）
、
五
左
衛
門
・
清
左
衛
門
（
常
松
村
）
の
四

人
が
、
元
禄
元
年
か
ら
宝
永
三
年
ま
で
に
売
買
し
た
八
七
疋
の
牛
に

つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
地
域
の
牛
は
す
べ
て
牝
牛
で
そ
の
点
前
掲
の

河
内
や
泉
州
北
部
の
村
と
ち
が
っ
て
い
る
。
右
の
四
入
の
う
ち
茂
右

衛
門
が
最
毛
玉
心
的
な
博
労
で
、
こ
の
八
七
疋
の
う
ち
七
八
疋
を
売
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第9表尼崎藩上瓦林組博労敢引

　　　　　　　　（元禄1～宝永3）

買入数売払数
　　％［　9’o

取引先

41　（47．3）

！9　（21．8）

1

8

4

5

5

（1．1）

（9．2）

（4．6）

（5．7）

（5．7）

4　（4．6）

48　（55．4）

5　（5．7）

1　（1．1）

1　（1．！）

25　（28．7）

6　（6．9）

1　（！．1）

摂津武庫郡

〃川辺郡

〃菟原郡

〃豊嶋郡

〃嶋上郡

河内
山城
備前
美作
不明

87（！00．0）　1　87（100．0）計

補
し
て
い

る
。
第
9

表
を
み
よ

う
。
牛
の

買
入
先
は

備
前
二
五
、

美
作
六
、

合
せ
て
三

一
疋
が
西

国
登
牛
で
、
主
と
し
て
備
前
は
九
艘
村
・
国
ケ
原
村
か
ら
、
美
作
は

山
ノ
上
村
か
ら
入
っ
て
い
る
。
西
国
牛
の
占
め
る
割
合
は
三
五
％
で

残
り
六
五
％
は
武
庫
郡
を
主
と
し
た
地
内
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

る
。
か
く
て
附
近
農
民
か
ら
買
わ
れ
た
牛
は
即
日
又
は
二
、
三
日
の

う
ち
に
す
べ
て
売
捌
か
れ
る
が
、
そ
の
売
先
は
地
元
武
庫
郡
が
半
数

近
く
を
し
め
る
と
は
い
え
、
河
内
・
山
城
方
面
に
ま
で
ち
ら
ば
っ
て

い
る
。
武
庫
郡
の
場
合
、
買
入
先
と
し
て
は
五
五
％
で
あ
っ
た
が
、

売
先
と
し
て
は
四
七
％
と
な
っ
て
そ
の
集
中
度
が
お
ち
，
西
国
登
牛

を
別
に
す
れ
ば
売
却
先
の
方
が
買
込
先
よ
り
広
い
流
逓
市
場
を
も
ち
、

そ
れ
ら
は
武
庫
郡
か
ら
み
れ
ば
東
北
の
方
向
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
河
内
と
は
交
野
・
一
一
郡
、
山
城
は
八
幡
方
面
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
牛
所
有
の
聞
題
は
、
後
に
農
業
経
営

と
関
連
さ
せ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

④
　
鷲
見
等
曜
「
泉
州
の
牛
公
事
」
　
（
欄
、
近
世
史
研
究
』
一
号
）
　
一
〇
頁
。

②
　
豊
田
武
隅
．
増
補
中
世
日
本
商
業
史
研
究
』
一
八
七
頁
。

③
　

『
農
務
顛
末
』
第
圏
巻
、
五
一
二
四
頁
。
こ
こ
に
は
明
治
十
五
年
贋
の
百

　
疋
以
上
の
取
引
の
あ
る
全
国
の
牛
馬
市
場
を
表
示
し
て
あ
り
、
こ
れ
を
一

　
部
加
工
し
た
も
の
に
、
石
田
寛
・
横
山
英
治
氏
の
「
大
山
博
労
盛
」
（
『
岡

　
山
史
学
』
六
号
）
が
あ
る
。
大
阪
府
に
関
し
て
は
次
の
三
例
が
あ
げ
ら
れ
て

　
い
る
が
、
不
正
確
な
点
が
少
し
あ
る
。
た
と
え
ば
須
賀
村
は
一
須
賀
村
の

名
称

牧
牛
市耕

牛
市中

圏
牛
市

位
置

河
内
函

石
川
一

須
賀
村

起
源

宝
暦
3
墨
事
跡
地

ユ0　5

月月
牛

150頭

婦中
作図

販
路

大
和

村駒古岡
　ケ市
　谷郡国

二天
中正

1211　6

月月和

牛

250頭
前美波但
伯作麟馬
誓備幡丹
勢伊和河
　賀紀内
　伊伊大

村駒錦同
　ケ部
　谷郡国
明
治
／
3

幡
鎌
鰭

／0

Y

手
数
料

布
税

銭金ニー
　15目頭

～分高売
　ノ百上

前
二
”
同
シ

河
内

不
詳

前
月
　
　
不
詳

同
シ
、

盛
　
　
衰

明
治
6
年
以

来
盛
ソ
ナ
リ

シ
カ
周
1
5
年

頃
ヨ
リ
衰
フ

前
ユ
岡
シ

近
来
他
二
新

設
市
場
ノ
多

キ
ニ
ョ
リ
衰

微
二
幅
ル

掌
り
だ
し
、
錦
部
郡
に
駒
ケ
谷
村
は
な
い
か
ら
こ
れ
も
村
名
が
ま
ち
が
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
豪
た
布
起
源
に
つ
い
て
も
｛
須
賀
、
駒
ケ
谷
村
と

も
一
七
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
。
　
『
大
阪
府
誌
』
　
（
明
治
三
五
年
刊
）

に
も
、
　
「
閥
百
年
以
前
の
創
立
に
し
て
、
当
時
駒
ケ
谷
牛
市
と
称
し
殊
に
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近世畿内縫梨と牛流遜（上）（瀬井）

　
有
名
な
り
き
、
幕
府
の
頃
に
至
り
他
に
開
設
を
許
さ
ざ
り
し
を
以
て
最
そ

　
の
盛
を
極
め
、
維
新
後
稽
衰
微
せ
り
」
（
第
一
編
二
七
〇
頁
）
と
あ
る
が
、

　
こ
れ
も
市
の
始
源
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
。

④
た
と
え
ば
大
阪
府
『
擾
事
調
査
』
に
「
府
下
ノ
畜
牛
ハ
概
ネ
但
馬
函
幡

　
伯
認
習
焚
作
備
麺
朋
備
中
ノ
敏
爾
園
ヨ
リ
購
入
シ
単
二
運
搬
鰯
耕
転
に
使
一
期
シ
甘
バ
懐

　
孕
ヲ
嫌
厭
シ
曲
番
殖
ノ
用
二
供
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
薯
…
ル
シ
キ
沿
革
ナ
シ
」
と
あ

　
り
、
そ
の
他
『
西
成
郡
史
』
四
五
二
頁
、
鷲
見
等
曜
、
前
掲
「
泉
州
の
牛

　
公
事
」
　
｛
五
頁
参
照
。

⑤
羽
曳
野
市
駒
ケ
谷
真
銅
吉
太
郎
氏
文
書
。

⑥
元
禄
元
年
に
な
る
と
河
内
の
農
村
に
も
広
く
商
業
活
動
が
行
き
渡
り
、

　
遠
隔
地
と
の
取
引
が
現
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
と
り
扱
う
地
斌
に
近
い
石

　
川
郡
大
ケ
塚
村
の
元
禄
期
の
庄
屋
は
、
　
「
当
地
に
住
者
ハ
商
ひ
斗
二
て
も

　
嫡
家
久
敷
ハ
と
玉
の
ひ
が
た
か
ら
ん
。
又
耕
作
の
、
ミ
に
て
も
さ
か
ふ
る
事

　
さ
の
ミ
あ
ら
じ
。
商
売
と
耕
作
と
を
車
の
両
輪
の
如
く
す
べ
し
」
　
（
野
桝

　
豊
・
由
井
喜
太
郎
『
近
世
庶
民
史
料
一
河
内
紫
蝿
叩
旧
記
一
』
一
九
四
頁
）

　
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
彼
が
農
商
の
二
本
経
鴬
を
主
張
し
て
い
る
の
は

　
一
つ
に
は
商
業
の
危
険
性
に
よ
る
。
と
く
に
遠
隔
地
の
そ
れ
は
そ
の
傾
向

　
が
強
く
、
同
村
の
大
友
屋
三
郎
兵
衛
と
中
村
屋
八
右
衛
門
が
俵
物
・
木
綿

　
の
販
引
を
し
て
結
局
分
散
し
て
し
ま
っ
た
り
（
戦
書
一
〇
九
頁
）
、
「
殊
に

　
遠
國
総
懸
の
商
ひ
石
窯
当
地
に
不
根
応
也
」
　
（
一
九
五
頁
）
と
い
っ
て
北

　
国
・
長
崎
浦
商
業
の
失
敗
者
を
十
人
あ
げ
て
い
る
の
は
こ
の
間
の
薯
構
を

　
物
語
っ
て
い
る
。

⑦
例
え
ば
大
和
御
所
庄
兵
衛
が
甚
兵
衛
を
通
じ
て
買
入
れ
た
地
牛
（
一
部

　
登
り
牛
を
含
む
）
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
書
出
し
覚

　
　
五
月
違

　
一
弐
帰
属
｛
ハ
百
十
山
ハ
匁
　
　
　
柚
叩
牛
齋
冗
　
局

　
　
叉
蕉
ミ

・
　
　
三
百
三
拾
匁
武
右
衛
門
登
リ
牛

　
　
〆
弐
貫
九
百
四
拾
六
匁
也

　
　
軟
十
月
迄

　
一
世
償
貫
四
ぜ
臼
四
拾
六
匁
　
　
地
三
密
莞
幽
愚

　
　
叉
正
ミ

　
　
　
八
百
匁
　
　
登
り
牛
四
疋

　
　
ノ
ブ
弐
川
猟
弐
｝
臼
四
拾
⊥
ハ
」
匁
也

　
　
惣
合
五
貫
百
九
拾
弐
匁
也

　
　
　
子
壬
十
｛
月
十
四
臼

⑧
欠
年
九
月
の
史
料
で
由
撃
高
之
上
ま
で
行
っ
た
次
左
衛
門
か
ら
甚
兵
衛

　
宛
の
書
翰
に
よ
る
と
　
「
女
人
偲
ぶ
し
二
而
の
ぼ
り
申
候
…
…
…
然
ハ
古
市

　
（
古
市
郡
）
慕
兵
衛
牛
ハ
東
寺
仁
兵
衛
謡
い
申
候
、
金
田
牛
（
丹
南
郡
）

　
ハ
五
郎
丘
ハ
卵
爾
へ
お
ひ
こ
み
申
請
、
今
臼
参
り
候
亀
井
牛
（
渋
川
郡
）
ハ
あ

　
か
い
け
吉
兵
衛
へ
ふ
き
に
入
な
が
ら
入
質
て
あ
か
い
け
了
い
気
候
…
…
」

　
と
あ
り
、
河
内
地
勢
の
山
城
売
の
実
態
が
し
ら
れ
る
。
天
明
四
年
の
史
料

　
に
「
閥
疋
之
内
一
疋
．
ハ
殊
之
外
つ
よ
牛
鵠
御
座
候
故
直
山
颪
違
無
御
座
候

　
故
京
登
り
仕
候
」
と
あ
り
、
山
城
牛
は
農
耕
に
は
強
す
ぎ
る
牛
を
送
っ
て

　
い
た
の
で
あ
る
。

⑨
　
小
葉
田
淳
『
日
本
の
貨
幣
』
一
七
九
頁
以
下
。

⑲
　
駒
ヶ
谷
真
銅
吉
太
郎
氏
か
ら
の
聞
捨
。
嗣
家
は
明
治
三
一
年
以
降
昭
禰

　
一
六
年
ま
で
牛
問
屋
を
勤
め
た
。

⑪
　
芸
蜘
傭
地
方
巾
人
研
究
会
『
広
島
県
一
今
と
此
聞
の
産
…
莱
』
六
七
頁
。
石
田
撫
発
・

　
佐
藤
雄
一
郎
「
中
岡
虚
聞
市
場
の
研
究
一
岡
山
県
久
世
牛
市
の
場
合
1
」

　
（
『
陶
霞
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』
七
号
）
閥
二
頁
。
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⑫
　
鷲
見
等
曜
、
前
掲
『
近
世
史
研
究
』
一
号
論
文
、
一
〇
頁
。

⑬
大
阪
府
泉
北
郡
泉
ケ
丘
町
豊
確
小
谷
方
明
氏
文
欝
。
鷲
疑
薩
氏
の
筆

　
写
史
料
を
借
覧
し
た
。

⑭
　
西
宮
市
瓦
木
町
綱
本
俊
二
氏
交
書
。
八
木
哲
浩
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
見

　
る
を
得
た
。

　
　
　
　
　
三
　
宝
暦
期
の
天
王
春
市
の
独
占

　
元
禄
～
元
文
期
の
牛
市
は
、
宝
暦
期
に
入
る
と
大
き
く
変
化
す
る
。

そ
れ
は
寛
保
に
始
ま
る
天
王
寺
牛
問
屋
井
川
孫
右
衛
門
に
よ
る
市
場

独
古
が
更
に
強
化
さ
れ
、
そ
の
た
め
従
来
比
較
的
窃
生
的
に
発
展
し

て
き
た
牛
市
は
発
展
性
を
失
い
、
既
成
の
市
は
天
王
寺
市
に
従
属
さ

せ
ら
れ
、
新
し
い
牛
は
そ
の
発
芽
を
と
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
宝
暦
か
ら
明
和
に
い
た
る
動
き
は
す
べ
て
天
王
寺
布
独
占
の
支

配
体
制
の
整
備
と
結
び
つ
い
た
竜
の
と
い
え
る
。
以
下
そ
れ
に
つ
い

て
み
よ
う
。

天
王
寺
牛
市
は
寛
保
二
年
再
興
し
た
が
、
そ
の
時
天
王
寺
と
岡
じ

牝
牛
を
取
扱
っ
て
い
た
撮
州
博
労
や
農
罠
は
強
硬
に
反
対
し
、
泉
州

日
根
．
豪
郡
一
一
ニ
カ
村
は
格
別
そ
の
支
配
を
う
け
な
い
と
宝
暦
年

間
に
裁
許
を
え
て
い
る
。
し
か
る
に
天
王
寺
の
独
占
体
制
は
そ
の
他

周
辺
の
牛
市
に
着
実
に
そ
の
手
を
の
ば
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
虚
土
暦
二
廊
＋
山
ハ
、
七
月
嬬
唄
天
王
去
M
牛
市
颪
口
興
が
百
姓
に
指
構
ψ
な
き
か

と
領
主
か
ら
下
問
が
あ
っ
た
の
ち
、
八
月
に
摂
河
泉
播
四
ヵ
国
に
触

流
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
章
に
み
た
延
享
元
年
の
摂
影
乾
農
罵
の

訴
訟
に
関
す
る
裁
許
と
同
じ
で
、
　
「
天
王
寺
牛
市
場
此
面
登
候
牛
を

外
在
女
二
留
置
売
買
致
シ
、
或
ハ
其
所
二
て
新
規
二
牛
市
下
立
候
儀

有
之
間
敷
事
二
候
条
、
右
躰
之
義
一
切
無
之
様
観
相
心
得
候
」
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
独
占
体
制
は
二
極
の
反
対
を
契
機
に
し
て

逆
に
整
備
さ
れ
、
脱
力
国
全
体
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
保

の
時
点
で
は
さ
し
た
る
影
響
を
う
け
ず
、
た
だ
登
り
牛
の
減
少
と
登

勢
臼
の
延
引
に
対
し
て
新
し
い
規
約
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
ご
し
て

き
た
河
内
の
牛
問
屋
は
、
こ
の
触
に
接
し
て
大
い
に
慌
て
る
の
で
あ

る
。
天
王
寺
は
寛
保
以
降
一
時
は
運
上
金
に
差
つ
か
え
る
ほ
ど
に
市

場
不
繁
昌
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
在
々
市
が
対
策
を
講
じ
て
こ
れ
に

村
抗
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
天
王
寺
市
は
運
上
銀
の
中

止
に
よ
っ
て
領
主
を
牽
制
し
、
か
く
て
よ
り
一
層
市
場
独
占
の
強
化

に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
成
功
の
一
つ
の
原
因
は
、
食
糧
か
ら

明
和
に
い
た
る
領
主
政
策
が
、
農
民
的
商
品
生
産
又
は
流
通
の
独
占

化
i
株
仲
間
組
織
へ
の
吸
収
を
策
し
て
い
た
こ
と
と
動
き
を
同
じ

く
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
点
で
天
王
寺
市
の
好
期
を
み
て
領
ま
と

結
ぶ
巧
み
な
行
動
を
み
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
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同
年
九
月
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛
は
、
天
王
寺
村
牛
問
屋
孫
右
衛
門
か

ら
「
男
子
仲
買
札
　
組
頭
甚
兵
衛
」
と
記
し
た
株
札
を
与
え
ら
れ

（
こ
の
株
札
は
領
主
の
認
可
し
た
も
で
な
く
、
便
宜
上
市
場
整
備
の
意
味
で
孫

右
衛
門
が
独
自
に
作
成
し
た
も
の
1
後
述
の
天
明
六
年
の
訴
訟
を
参
照
一
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
も

従
来
五
畿
内
に
手
広
い
商
業
圏
を
誇
っ
た
問
屋
甚
兵
衛
は
、
天
王
寺

　
　
　
も
　
　
　
で

組
下
の
組
頭
に
な
り
さ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
九
月
廿
一
霞
彼

は
国
触
の
内
容
を
承
諾
し
て
「
摂
州
天
王
寺
村
へ
他
国
♂
牽
登
り
候

牛
二
女
牛
之
儀
と
乍
恐
奉
存
候
、
男
牛
之
儀
ハ
天
王
寺
村
ヘ
ハ
一
切

参
リ
不
二
候
様
二
及
承
認
」
と
し
、
自
分
は
従
来
男
釣
人
共
宿
仕
る

者
で
あ
り
、
御
所
車
牛
吟
味
を
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
触
書
が

自
分
の
商
業
と
抵
触
し
な
い
も
の
と
安
易
に
解
釈
し
て
い
る
。
し
か

し
九
月
廿
七
日
に
な
っ
て
、
か
ね
て
の
登
り
牛
の
期
日
が
迫
っ
て
く

る
と
深
刻
に
考
え
始
め
、
　
「
女
牛
雄
牛
格
別
二
黒
御
座
候
、
証
拠
ハ

先
年
（
寛
保
二
年
）
天
王
寺
村
へ
問
屋
株
被
仰
付
候
節
、
女
難
売
買
ノ

商
人
ハ
天
王
寺
♂
古
キ
商
人
新
規
ノ
分
相
改
、
外
二
牛
市
等
指
留
メ

候
得
共
、
私
仕
来
候
男
子
売
買
二
尊
も
指
構
不
申
、
五
月
迄
例
年
男

手
売
買
仕
来
り
候
」
と
、
は
じ
め
て
反
対
し
て
い
る
。
天
王
寺
は
國

触
に
み
る
限
り
で
は
既
成
の
市
を
完
全
に
掌
握
す
る
権
利
は
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
拡
大
解
釈
し
て
い
ち
早
く
張
力
国
の
統
制
体

制
を
株
札
な
ど
を
与
え
て
組
織
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
事
は
す
で
に
八
月
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
九
月
前

九
日
頃
に
な
る
と
脆
く
竜
右
の
反
駁
の
姿
勢
を
く
ず
し
て
し
ま
い
、

「
男
牛
女
牛
之
亘
り
申
事
無
罪
、
牛
市
ケ
間
承
事
成
り
不
申
候
、
御

用
牛
之
儀
ハ
無
差
支
買
上
ケ
申
候
様
」
仰
つ
け
ら
れ
安
易
に
腰
を
く

だ
か
れ
て
い
る
。
先
の
男
女
牛
に
よ
る
市
の
相
違
は
、
元
禄
に
み
た

よ
う
に
地
域
的
に
牝
牛
地
帯
と
牡
牛
地
帯
と
あ
り
、
摂
津
お
よ
び
泉

州
河
内
の
大
部
分
は
前
者
で
あ
り
、
泉
州
・
河
内
の
一
部
お
よ
び
大

和
は
後
藩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
土
質
と
農
業
経
営
の
型
に
よ
っ
て

使
用
牛
の
性
別
、
年
齢
に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
牛
市
も

分
化
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
時
の
甚
兵
衛
の
言
葉
は
、

自
ら
事
実
を
否
定
し
て
天
王
寺
と
結
ん
で
で
も
既
得
権
だ
け
は
保
証

し
て
も
ら
お
う
と
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
の
ち
に
再
び
天
王
寺

の
独
占
が
強
化
さ
れ
た
と
き
に
駒
ケ
谷
村
は
「
女
牛
問
屋
天
王
寺
村

孫
右
衛
門
」
と
き
め
つ
け
て
い
る
し
、
安
永
二
、
三
年
頃
と
思
わ
れ

る
史
料
で
も
「
廿
ニ
ケ
年
以
前
（
宝
暦
二
）
天
王
寺
村
誌
右
衛
門
牛

問
屋
御
願
被
土
上
…
…
孫
右
衛
門
方
女
牛
斗
二
配
御
座
候
へ
共
、
牛

之
義
ハ
女
男
同
様
趣
…
…
男
茎
之
義
孫
右
衛
門
一
一
不
手
馴
義
御
座
候

二
付
、
　
白
肥
尤
々
仕
来
候
男
無
闇
一
屋
ナ
㌻
膚
共
へ
天
王
寺
表
ユ
而
皿
貝
紘
嗣
聖
心
岬
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㎡
、
往
古
之
通
売
買
不
相
替
身
罷
劇
毒
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
　
こ

の
申
分
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
十
月
朔
日
に
問
屋
孫
右
衛
門
は

甚
兵
衛
宛
に
牛
市
を
開
く
か
ら
博
労
中
が
牛
買
に
く
る
よ
う
に
命
じ
、

更
に
そ
の
日
限
を
も
き
め
、
間
登
り
を
禁
止
し
、
国
衆
か
ら
印
形
を

と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
雲
州
大
東
郡
大
東
町
（
5
）
・
下
分
村

（
1
）
・
楯
縫
郡
奥
宇
賀
村
（
1
）
・
意
宇
郡
大
草
村
（
1
）
・
意
東
村

（
1
）
の
九
人
の
出
雲
衆
分
差
出
し
た
の
が
残
っ
て
い
る
が
、
　
こ
れ

は
国
衆
一
八
人
が
ら
出
身
国
別
に
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
て
従

来
河
内
の
問
屋
と
い
わ
れ
た
駒
ケ
谷
村
甚
兵
衛
二
須
賀
村
孫
三
郎
・

垣
内
村
藤
三
郎
の
三
人
は
組
頭
に
転
落
し
、
西
国
か
ら
く
る
国
衆
も

天
王
寺
配
下
に
包
摂
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
甚
兵
衛
は
、
男
女
牛
の
市
の
区
別
を
自
ら
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、

従
来
自
分
は
牛
市
が
ま
し
き
こ
と
は
曾
て
な
く
、
牛
宿
を
し
て
た
だ

京
都
御
所
の
御
用
牛
を
改
め
る
ほ
か
残
り
を
百
姓
へ
売
っ
て
い
た
だ

け
で
あ
る
と
、
全
く
の
弱
音
を
は
い
て
い
る
。
彼
の
役
割
は
決
し
て

単
な
る
博
労
宿
・
牛
宿
と
い
っ
た
も
の
で
な
く
は
っ
き
り
と
問
屋
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
か
か
る
脆
さ
を
示
し
た
の
は
、
こ
の
甫
が
領
主
か

ら
本
来
認
め
ら
れ
た
も
の
で
な
く
て
自
［
生
的
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
、

妾
時
の
株
組
織
に
よ
る
流
通
把
握
、
運
上
収
入
を
は
か
る
領
主
側
の

意
図
に
反
す
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
牝
牡
牛
は
後
に

み
る
よ
う
に
量
的
に
竜
牝
牛
が
圧
倒
的
で
あ
り
（
大
体
三
対
一
）
、
そ

こ
に
天
王
寺
市
が
独
占
を
領
主
か
ら
ゆ
る
さ
れ
る
原
因
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
時
点
は
、
ま
さ
に
幕
府
の
都
市
商
業
資
本
へ
の
依

存
の
あ
ら
わ
れ
る
と
き
で
あ
り
、
市
場
統
綱
に
関
し
て
綿
・
油
の
よ

う
な
商
品
生
産
の
流
通
部
門
や
そ
の
同
種
女
の
株
の
設
置
に
よ
る
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

府
統
制
が
強
化
さ
れ
て
行
く
と
き
で
あ
っ
た
。
天
王
寺
の
独
占
も
か

か
る
幕
政
と
結
び
つ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
て
天
王
寺
は
、
年
に
銀
三
〇
枚
（
明
和
六
年
当
時
に
は
三
七
枚
）

を
上
納
す
る
か
わ
り
、
摂
河
泉
播
四
力
国
牽
登
牛
か
ら
一
疋
に
つ
き

二
匁
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
匁
は
そ
の
後
ず
っ

と
徴
収
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
直
接
に
は
西
国
筋
か
ら

上
っ
て
く
る
国
衆
の
負
担
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
宝
暦
五
年
に
な
る
と
、
右
の
よ
う
な
流
通
機
講
の
独
占
は
、
大
和

牛
博
労
と
河
内
博
労
と
の
出
入
と
な
っ
て
そ
の
矛
盾
を
露
呈
す
る
。

同
年
三
月
和
州
惣
牛
博
労
四
一
人
が
南
都
御
番
所
へ
出
し
た
願
書
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
ギ

よ
る
と
、
宝
暦
四
年
十
月
に
、
牛
宿
の
薦
上
郡
蛇
穴
村
庄
兵
衛
と
平

群
郡
西
勢
野
村
伝
兵
衛
が
新
規
に
牛
問
屋
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
チ
ハ
ラ

れ
に
関
し
て
和
州
平
群
郡
櫟
原
村
治
左
衛
門
は
、
天
王
寺
孫
右
衛
門
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に
対
し
、
あ
く
ま
で
牛
宿
で
あ
る
が
、
百
姓
便
宜
の
た
め
口
銭
を
と

っ
て
売
買
す
る
だ
け
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為

は
天
王
寺
の
独
占
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
と
同
時
に
、
河
内
博
労
の

販
売
と
抵
触
す
る
こ
と
に
な
る
。
翌
六
年
河
内
は
三
人
の
組
頭
ほ
か

ニ
ニ
人
が
孫
右
衛
門
を
押
立
て
て
訴
訟
を
行
な
う
態
勢
を
組
ん
で
い

る
。
こ
の
と
き
の
口
上
書
を
み
る
と
「
私
共
先
祖
♂
牛
博
労
を
渡
世

一【

d
、
年
々
中
国
ず
牽
登
り
申
雌
蕊
請
、
河
州
泉
州
之
百
姓
方
江
耕

作
牛
昌
四
貝
渡
畑
直
申
望
洋
、
和
州
川
紀
州
山
尽
｛
馬
羽
課
外
伊
加
貝
伊
勢
へ
士
血
漿

申
候
」
と
牛
流
通
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
、
か
か
る
と
こ
ろ
へ
近

年
和
州
博
労
が
河
州
か
ら
出
向
い
て
い
た
牛
口
入
の
者
を
差
止
め
た

た
め
、
仲
買
衆
に
牛
代
銀
の
滞
り
も
そ
の
ま
ま
に
な
り
、
さ
ら
に
は

河
州
の
牛
の
売
捌
口
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
和
州
へ
の
入
込
商
売

を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
二
月
に
も
河
州
博
労
ニ
ニ
人
か
ら
牛
問
屋
孫
右
雲
門
に
同
趣
旨
の

上
書
を
出
し
「
私
共
儀
…
…
中
国
筋
♂
登
り
申
候
若
牛
共
年
々
貰
請
、

当
国
泉
州
方
村
々
百
姓
中
江
耕
作
牛
扁
買
込
置
申
候
、
其
牛
共
養
育

仕
、
専
和
州
百
姓
方
へ
士
冗
…
捌
申
候
」
　
「
泉
河
馬
儀
融
ハ
土
地
一
汗
く
、
和

州
之
置
土
地
黒
候
故
、
往
古
ず
登
り
候
牛
共
よ
ろ
し
く
候
を
、
両
国

二
而
仕
込
力
入
候
を
和
州
へ
遣
し
、
百
姓
中
ヘ
ハ
世
話
人
ヲ
以
売
買

仕
、
其
上
和
州
馬
口
暑
中
へ
も
河
内
馬
口
争
♂
思
女
売
渡
読
声
」
と

　
②
あ
る
。
先
に
み
た
元
禄
期
泉
州
大
鳥
郡
下
の
例
や
地
響
売
買
は
こ
の

流
通
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
月
、
孫
右
衛
門
は
、
運
上
銀
上
納
を
特
権
の
楯
と
し
て
、
春
秋

毎
度
の
牛
市
家
業
を
し
て
い
る
が
「
男
牛
之
儀
♂
河
州
博
労
共
へ
売

払
肩
帯
、
女
牛
之
分
皿
摂
州
泉
州
之
博
労
共
へ
売
払
申
」
、
そ
の
権

限
は
「
中
国
西
国
井
五
畿
内
之
博
労
墨
黒
寒
苦
支
配
【
御
座
候
」
と

そ
の
独
占
を
豪
語
し
、
和
州
博
労
の
不
法
の
禁
止
を
願
っ
て
い
る
。

か
く
て
三
月
二
七
日
裁
許
が
お
り
、
「
河
州
博
労
♂
和
州
百
姓
共
牛

買
取
候
儀
勝
手
次
第
直
相
対
惨
忍
」
と
河
内
側
の
勝
訴
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
大
和
博
労
一
件
は
、
別
の
形
で
翌
年
電
展
開
す
る
が
、
天

王
寺
独
占
に
対
す
る
反
対
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
播
州
で
の
仲
買

の
但
馬
直
買
（
宝
暦
六
年
）
や
国
訴
（
宝
暦
七
年
一
中
止
）
な
ど
の
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
呼
応
し
う
る
も
の
で
底
辺
の
広
い
反
対
運
動
と
い
え
る
。
し
か
し

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
泉
州
側
の
方
が
大
和
よ
り
強
い
反
対
を
展
開
で

き
た
よ
う
で
あ
る
。

　
右
の
一
件
は
翌
宝
暦
七
年
三
月
、
大
和
で
の
河
州
博
労
の
止
宿
先

が
忌
門
さ
れ
た
こ
と
か
ら
再
燃
す
る
。
制
限
を
以
て
市
場
を
守
ろ
う

と
す
る
大
和
博
労
は
、
孫
右
衛
門
の
田
か
ら
見
れ
ば
「
牛
博
労
恐
慌
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ハ
飼
方
二
姫
屯
差
障
り
出
来
仕
候
節
ハ
早
速
六
方
へ
音
聾
候
冠
付
、
私

方
二
而
双
方
取
鎮
メ
及
出
入
二
不
申
候
様
二
常
々
取
斗
仕
候
処
、
御
当

一
驚
囁
（
大
和
）
　
之
描
け
労
共
二
㎜
眠
り
｛
三
山
力
へ
相
届
ケ
之
儀
西
風
払
磯
、
　
剃
私
♂

申
聞
せ
聖
業
一
円
取
用
ひ
不
申
、
不
将
至
毬
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

大
和
へ
の
丁
霊
は
、
西
国
登
牛
の
う
ち
天
王
寺
か
ら
送
り
状
を
添
え

て
和
州
定
宿
ニ
ヵ
所
（
蛇
穴
村
庄
兵
衛
、
王
寺
村
平
兵
衛
）
に
送
っ
て
い

た
が
、
正
規
の
博
労
六
〇
人
余
の
ほ
か
に
問
屋
帳
面
に
そ
の
名
の
な

い
不
正
な
者
が
二
〇
人
ば
か
り
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
和
州
博
労
惣
代
五
人
は
次
の
よ
う
に
申
立
て
て
い
る
。

　
1
、
去
年
三
月
に
は
、
河
州
博
労
と
和
州
首
姓
方
と
直
相
対
商
を
自
由
に
し

　
　
た
が
、
止
宿
に
つ
い
て
は
和
州
博
労
共
の
内
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

2
、
孫
右
衛
門
は
、
大
和
博
力
の
独
占
が
で
き
あ
が
る
と
官
銭
が
二
重
三
重

　
　
に
か
か
る
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
筈
は
な
く
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
お
互

　
に
対
談
し
よ
5
．

3
、
孫
右
衛
門
願
の
、
外
宿
外
世
活
人
を
置
く
と
そ
れ
に
事
寄
せ
て
紛
わ
し

　
い
取
引
と
な
り
、
組
合
博
労
不
相
続
の
基
と
な
る
。

　
こ
れ
を
更
に
四
月
六
日
和
州
牛
博
労
組
合
六
八
人
が
こ
の
吉
平
の

雰
を
全
鋤
的
に
支
持
す
る
と
と
も
緩
極
的
に
主
張
し
て
い
飽
・

1
、
宝
暦
二
年
孫
右
衛
門
が
独
占
化
を
行
っ
て
か
ら
、
翌
三
年
春
以
来
、
河

　
州
隼
博
労
と
彼
と
馴
合
で
も
し
た
の
か
登
り
牛
を
す
べ
て
河
州
へ
引
取
り
、

　
河
州
か
ら
和
搬
へ
売
っ
て
大
和
へ
は
一
足
も
翻
せ
ず
、
和
州
の
手
支
に
な

　
つ
た
。

互
、
そ
れ
ゆ
え
天
王
寺
へ
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
　
「
望
之
通
之
一
札
」
に
印
形

　
を
お
し
た
ら
牛
を
卸
す
と
い
う
の
で
、
や
む
な
く
印
形
を
し
た
が
今
は
後

　
悔
し
て
い
る
。
彼
の
「
仕
業
宜
舗
儀
二
さ
へ
御
座
候
ヘ
ハ
、
　
（
問
屋
帳
面

　
に
）
落
印
之
者
共
も
孫
右
衛
門
方
へ
無
頼
候
程
二
仕
、
印
形
二
相
加
り
可

　
申
義
二
御
座
候
。
」

冤
、
組
合
博
労
は
南
都
番
所
で
許
可
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
組
合
一
件
の
筋

　
は
番
所
さ
へ
届
け
れ
ば
事
済
む
と
考
え
て
い
た
。
孫
右
衛
門
へ
印
形
を
お

　
し
た
と
き
か
ら
、
牛
一
疋
に
二
匁
の
口
銭
を
と
ら
れ
、
そ
の
た
め
牛
値
段

　
が
高
く
な
っ
た
。

四
月
九
日
右
に
対
す
る
孫
右
衛
門
の
反
論
が
展
開
す
る
。

1
、
止
宿
先
に
つ
い
て
は
、
西
国
終
演
の
止
宿
は
ニ
ヵ
所
の
牛
宿
で
牽
登
り

　
牛
を
和
州
博
労
へ
発
捌
く
が
、
一
方
河
州
博
労
は
世
七
人
を
通
し
て
百
姓

　
へ
直
売
し
て
い
た
。
こ
の
止
宿
世
話
人
を
宝
暦
六
年
暮
に
紛
わ
し
き
取
引

　
の
蓉
が
あ
る
と
の
こ
と
で
指
止
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
点
も
う
一
度
吟
味
し

　
て
ほ
し
い
。

2
、
旧
強
河
州
博
労
が
止
宿
に
難
儀
し
て
い
る
由
伝
え
て
ぎ
た
の
で
、
大
和

　
組
合
博
労
霊
代
、
更
に
は
全
員
に
相
談
さ
せ
て
、
止
宿
支
障
な
し
と
の
和

　
談
が
で
き
て
い
る
。
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3
、
組
合
の
い
う
一
は
、
　
「
全
躰
偽
り
を
以
雷
麗
候
交
書
」
で
あ
る
。

4
、
夏
は
、
顕
然
の
偽
り
事
実
と
雲
泥
の
栢
違
だ
。

5
、
当
方
印
形
に
洩
れ
て
い
る
新
入
博
労
の
牛
商
は
禁
止
し
て
ほ
し
い
。

6
、
斑
の
口
銭
の
件
は
、
口
銭
は
運
上
銀
の
基
で
あ
り
、
大
和
に
限
ら
ず

　
　
「
摂
州
河
州
泉
州
山
城
伊
賀
伊
勢
紀
州
惣
而
何
方
へ
牽
登
り
候
牛
エ
而
も

　
悉
く
…
…
売
人
左
取
立
申
」
す
こ
と
で
、
大
和
だ
け
牛
が
斑
い
と
い
う
は

　
お
か
し
い
。

　
あ
き
ら
か
に
、
大
和
博
労
が
河
州
博
労
の
止
宿
を
自
分
ら
博
労
の

内
か
二
軒
の
牛
宿
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
河
州
の
販
売

ル
ー
ト
を
狭
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
天
王
寺
独

占
と
の
対
立
が
こ
の
一
件
の
主
要
な
問
題
点
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
一
件
は
四
月
一
八
日
に
「
河
州
博
労
共
神
州
路
へ
牛
商
二
参

り
か
か
り
候
節
、
博
労
組
合
之
外
二
而
も
一
夜
泊
り
之
儀
を
勝
手
次

第
、
併
同
所
二
永
逗
留
不
仕
井
紛
敷
取
引
不
回
章
様
」
と
い
う
裁
許

が
お
り
て
お
り
、
河
内
大
和
双
方
の
申
分
を
耳
聡
し
た
五
分
五
分
の

判
決
と
い
え
る
。

　
一
方
河
内
博
労
に
も
統
制
違
反
の
動
き
が
、
こ
の
一
件
の
解
決
後

闘
も
な
い
六
月
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
一
九
人
の
博
労
は
、
近
年

登
牛
が
減
少
し
高
直
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
「
陰
獣
安
牛
跣
数
多
抱
、

困
窮
之
百
姓
お
い
銀
等
露
出
シ
不
申
…
…
弐
ケ
所
之
宿
屋
衆
（
駒
ヶ

谷
村
甚
兵
衛
、
一
須
賀
村
孫
三
郎
）
得
心
無
之
儀
察
入
候
へ
共
」
ぜ
ひ
な

く
勝
手
次
第
買
下
り
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
。
垣
内
村
藤
三

郎
を
加
え
た
三
人
の
組
頭
は
、
大
和
一
件
や
去
秋
の
摂
河
の
洪
水
で

登
牛
が
減
少
し
た
た
め
、
八
月
中
旬
に
間
登
り
を
呼
寄
せ
よ
う
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
仲
買
の
三
下
り
が
内
密
に
計
画
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
孫
右
衛
門
か
ら
七
月
十
一
日
に
早
速
禁
止
の
廻
状
が
廻
わ
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
天
王
寺
支
配
へ
の
反
対
は
、
大
和
か
ら
、
河
内
博
労
か
ら
、
更
に

は
西
国
々
衆
か
ら
も
行
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
宝
暦
七
年
因
幡
智
頭
町
の
重
郎
兵
衛
は
、
宝
暦
三
年
以

来
一
五
七
疋
の
外
売
を
行
い
、
天
王
寺
口
銭
三
一
四
匁
の
不
払
と
な

っ
て
い
る
。
同
十
二
年
十
月
頃
に
は
、
備
中
松
山
の
市
郎
兵
衛
、
因

幡
智
頭
町
の
嘉
平
次
は
、
牛
宿
を
通
さ
ず
に
百
姓
直
売
を
行
っ
た
り

し
て
い
る
。
市
郎
兵
衛
は
、
宝
暦
二
年
か
ら
牛
を
駒
ケ
谷
へ
入
れ
て

き
た
が
、
最
近
で
は
錦
部
郡
新
町
村
に
住
居
し
て
本
格
的
な
直
売
買

を
し
、
は
て
は
そ
の
他
の
国
衆
ま
で
こ
れ
を
ま
ね
て
統
制
を
乱
し
は

じ
め
て
く
る
。
市
郎
兵
衛
は
そ
の
罪
で
牛
商
を
や
め
ざ
る
を
え
な
く

な
る
が
、
右
の
事
態
に
対
し
て
、
組
頭
、
仲
買
博
労
と
国
衆
惣
代
が

27　（187）



入
牛
の
日
限
を
き
め
て
い
る
（
第
6
表
）
。
以
前
に
く
ら
べ
る
と
少
し

つ
つ
留
日
が
お
く
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
れ
は
入
牛

の
減
少
に
因
る
の
で
あ
り
、
入
牛
の
減
少
は
統
制
の
乱
れ
を
示
す
ほ

か
の
何
物
で
も
な
い
。

　
同
じ
こ
ろ
泉
州
南
・
臼
歯
郡
一
一
ニ
カ
村
で
は
倶
馬
癖
直
志
願
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

娼
し
て
孫
右
衛
門
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
南
・
日
根
郡
に
は
但
馬

牛
が
土
地
に
計
う
の
で
直
嘉
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
孫
右
衛
門
が
妨

げ
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
泉
州
農
民
の
要
求
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
、

但
州
牝
牛
は
ロ
銭
も
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
折
天

王
寺
市
は
「
近
年
牛
市
不
繁
昌
ユ
蒲
致
難
儀
候
」
と
い
っ
て
お
り
、

独
占
体
制
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
貫
徹
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

成
立
後
醐
も
な
く
布
不
繁
昌
を
招
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

泉
州
南
部
地
方
の
場
合
牝
牛
を
使
用
し
な
が
ら
以
前
か
ら
天
王
寺
市

を
通
さ
ず
直
接
買
い
つ
け
　
（
大
体
五
〇
〇
疋
ほ
ど
）
、
　
そ
の
音
心
味
で
は

牡
牛
市
の
河
内
地
方
よ
り
強
い
圧
追
を
う
け
る
筈
で
あ
る
が
、
河
内

の
腰
挫
け
と
は
逆
に
強
く
勝
利
を
か
ち
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
つ

に
か
か
っ
て
博
労
と
農
民
の
堅
い
連
繋
が
あ
り
国
訴
を
展
開
で
き
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
古
く
か
ら
地
方
問
屋
が
あ
っ
た
河
内
で
は

既
成
の
組
織
が
一
般
農
民
と
の
結
び
つ
き
を
稀
薄
に
し
、
し
か
も
河

第10表　駒ケ谷市取引（宝麿6）
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有
無
が
河
内
和
泉
の
天
王
寺
市
に
対
す
る
従
属
、
独
立
の
差
を
生
み

だ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
先
に
少
し
触
れ
た
宝
暦
＝
一
年
に
も
、
秋
牛
が
殊
の
外
延
引
し
て

い
る
が
、
留
日
も
秋
牛
が
目
立
っ
て
遅
れ
始
め
て
い
る
（
第
6
表
）
。

国
衆
の
方
で
こ
の
と
き
の
一
札
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
出
雲

（
奥
岡
村
1
、
下
分
村
1
）
・
美
作
（
久
世
村
1
）
・
因
幡
（
上
ノ
茶
屋
村
4
、

布
袋
村
2
、
片
山
村
2
、
一
ツ
木
村
ユ
、
釜
口
村
－
、
森
ヶ
坪
村
－
、
岩
神

村
1
、
中
原
村
1
、
一
ノ
谷
村
1
、
砂
見
村
1
）
・
備
前
（
β
笠
島
1
、
吉
田

　
　
　
カ
セ
が

村
1
、
働
村
1
）
・
伯
老
岡
（
ふ
ご
ふ
村
1
）
・
播
磨
（
千
本
村
1
）
で
、
　
こ

の
秋
登
り
衆
は
、
因
幡
衆
が
5
、
備
前
3
、
出
雲
2
と
な
っ
て
い
る
。

　
宝
暦
六
年
駒
ケ
谷
市
で
の
取
引
数
は
、
第
1
0
表
の
ご
と
く
六
五
五

疋
で
、
一
疋
に
つ
き
一
二
匁
、
一
貫
九
六
五
匁
を
口
銭
と
し
て
も
ら
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
る
。
享
保
末
に
く
ら
べ
る
と
ふ
え
て
き
て
い
る
。
二
〇
人
の
博

労
が
一
人
平
均
三
三
疋
ほ
ど
買
入
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
駒
ケ
谷
村

甚
兵
衛
（
組
頭
と
博
労
を
兼
ね
る
）
と
庄
兵
衛
の
二
人
が
群
を
ぬ
い
て

大
き
い
取
引
を
示
し
て
い
る
。

①
津
沼
秀
夫
『
江
戸
時
代
の
三
大
改
革
』
三
〇
、
三
八
頁
。

②
　
泉
州
農
民
は
宝
麿
九
年
に
「
都
而
百
姓
薬
王
ひ
牛
之
儀
者
国
々
之
土
地

　
二
丁
ひ
差
鋼
有
之
偏
と
い
っ
て
い
る
が
（
鷲
見
等
曜
、
前
掲
「
泉
州
の
牛

　
若
美
」
）
、
こ
の
よ
う
な
牛
使
用
の
分
化
が
農
業
技
術
の
発
展
の
結
果
で
き

　
上
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
和
は
第
工
員
に
み
る
ご
と
く
牡
牛
が
多
い
の

　
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
和
の
黎
耕
の
停
滞
と
関
係
が
あ
る
。
大
和
は
強
粘

　
土
地
帯
で
、
粘
土
は
人
畜
の
足
に
吸
い
蔚
き
歩
行
が
困
難
な
く
ら
い
で
、

　
そ
の
た
め
特
別
大
型
の
確
報
攣
が
使
わ
れ
、
そ
れ
を
牽
く
の
も
八
○
○
～

　
一
〇
〇
〇
キ
ロ
も
あ
る
中
国
産
の
牡
牛
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
山
蹴
健
「
大
和
平
野
に
お
け
る
水
細
生
薩
峠
の
展
開
扁
　
『
日
本
農
業
発

　
達
史
』
別
巻
上
、
一
二
〇
頁
以
下
）

③
鷲
見
寸
寸
、
前
掲
論
文
一
一
、
一
二
頁
。

④
こ
れ
に
連
暑
し
て
い
る
博
労
は
ほ
ぼ
大
和
全
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
郡

　
（
村
名
）
を
示
す
と
、
…
村
名
の
下
の
数
掌
・
は
博
労
〃
数
、
数
字
な
き
は

　
1
名
i
、
吉
野
郡
（
干
城
2
、
下
切
、
志
賀
）
、
宇
智
郡
　
（
今
井
、
西

　
久
留
野
、
御
出
、
牧
、
二
見
）
、
宇
陀
郡
（
野
依
2
、
本
郷
、
守
道
、
芳

　
野
、
平
野
、
松
井
、
下
田
口
、
塩
井
、
神
末
、
長
野
）
、
薦
上
郡
（
毛
穴

　
2
、
猶
原
2
、
櫛
目
、
北
久
保
、
御
所
2
、
訳
柄
、
重
心
）
、
蕊
下
郡
（
如

　
意
、
王
寺
村
之
内
大
軍
、
寺
口
、
太
田
、
今
在
家
、
磯
野
、
下
田
、
二
二
、

　
上
牧
新
）
、
平
群
郡
（
勢
野
、
壱
分
）
、
高
市
郡
（
大
軽
、
佐
図
、
飛
鳥
、

　
兵
庫
）
、
十
市
郡
（
西
富
、
常
盤
、
太
田
市
、
山
田
）
、
広
瀬
郡
（
長
楽
、

　
川
合
、
赤
部
、
寺
戸
、
藤
森
、
田
中
）
、
山
辺
郡
（
中
ば
）
、
忍
海
郡
（
馬

　
場
）
、
式
上
郡
（
黒
綺
）
、
式
下
郡
（
小
柳
）
、
添
上
郡
（
石
川
、
西
永
井
、

　
・
日
土
、
森
本
、
櫟
本
）
、
添
下
郡
（
中
由
、
奥
福
院
、
稗
田
）
で
あ
る
。

⑤
鷲
見
等
曜
、
前
掲
論
文
、
一
三
、
一
四
買
。

⑥
入
牛
一
疋
に
っ
き
天
王
寺
口
銭
は
二
匁
、
駒
ケ
谷
甚
兵
衛
は
取
引
高
一

　
疋
に
つ
ぎ
三
勿
…
口
脇
蝋
を
と
っ
て
い
る
。
隼
・
代
未
詳
の
訴
訟
闘
鶏
照
に
よ
る
と
、
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甚
無
ハ
衛
ほ
「
牛
「
問
屋
之
義
ハ
律
皿
古
汐
憾
み
刀
へ
引
鱗
嗣
坐
冗
買
二
一
候
内
は
、
牛
－
壱

疋
二
付
中
買
之
も
の
三
三
匁
汐
五
匁
之
少
々
之
難
銭
二
日
売
買
有
之
候
処
に
、

中
比
汐
河
州
表
隼
問
屋
弐
三
軒
も
出
来
仕
候
故
、
狼
り
二
糧
成
り
、
中
買

共
方
へ
も
少
々
ッ
・
問
屋
ケ
躍
層
事
致
し
候
扁
、
　
田
舎
牛
を
直
買
す
る
た

め
牛
値
段
が
高
く
、
牛
値
段
と
米
穀
と
大
い
に
不
均
衡
と
な
る
た
め
「
百

姓
方
牛
数
過
半
相
減
シ
耕
作
之
聴
節
遅
レ
」
蒼
黒
が
困
窮
し
て
い
る
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
）

べ
て
い
る
。
甚
兵
衛
の
徳
用
は
「
牛
壱
疋
二
付
、
厩
代
牛
負
手
泊
り
飯
代

共
二
竃
匁
ッ
、
受
取
」
だ
け
だ
と
い
う
。
　
彼
は
自
分
に
河
州
牛
問
屋
を
命

じ
て
く
れ
た
ら
冥
加
銀
五
枚
又
は
一
〇
枚
を
尉
し
、
三
ケ
年
の
内
に
隼
一

疋
に
銀
七
〇
二
二
安
く
、
河
州
一
ケ
国
で
一
年
に
七
十
貫
総
百
姓
の
徳
に

な
る
と
い
う
。
こ
の
計
算
で
い
う
と
、
当
時
（
こ
の
史
料
〃
は
宝
暦
～
明
和

頃
か
）
、
河
内
で
年
間
千
疋
の
牛
が
取
引
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
。
そ

の
う
ち
半
ば
以
上
が
駒
ケ
谷
市
で
さ
ば
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

四
　
明
和
期
の
天
王
考
市
の
独
占

　
明
和
期
に
お
け
る
最
も
重
要
な
事
件
は
、
同
五
年
の
孫
右
衛
門
の

独
占
強
化
の
動
き
で
あ
る
。
宝
魂
送
問
諸
地
方
か
ら
そ
の
支
配
は
動

揺
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
別
の
形
で
の
り
涌
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

近
年
相
対
売
買
が
多
く
天
王
寺
市
へ
口
銭
を
差
出
さ
ぬ
者
が
ふ
え
て

き
た
の
で
「
摂
河
泉
播
四
声
国
の
内
へ
牽
入
電
牛
養
分
、
蔵
払
へ
追

出
候
牛
井
替
下
老
牛
た
り
と
も
」
口
銭
を
と
り
た
い
と
願
い
出
た
。

そ
の
差
支
え
有
無
を
問
わ
れ
た
河
内
丹
南
郡
村
女
は
、
百
姓
直
売
買

は
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
替
下
老
牛
か
ら
も
口
銭
を
と
る

と
い
っ
て
も
「
替
下
酒
牛
と
申
者
一
二
精
分
無
之
、
売
渡
候
而
も
少

女
銀
な
ら
で
ハ
相
成
不
申
候
、
尤
老
牛
成
候
得
者
買
入
竜
少
ク
、
猶

又
早
替
下
之
ふ
ん
も
河
州
牛
博
労
へ
口
銭
出
シ
来
候
」
そ
の
上
に
問

屋
口
銭
が
か
か
っ
て
は
値
段
に
響
く
と
い
っ
て
反
対
し
て
い
る
。
そ

の
他
石
川
郡
村
六
か
ら
も
反
対
の
口
上
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
か
く
て
百
姓
直
売
買
や
大
和
・
和
泉
更
に
は
河
内
博
労
ら
に
よ
る

独
占
機
構
の
動
揺
は
、
替
下
老
牛
へ
の
口
銭
賦
課
と
い
う
末
梢
的
な

と
こ
ろ
で
切
り
ぬ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
天
王
寺

の
右
の
変
化
に
順
応
す
る
た
め
か
、
駒
ケ
谷
甚
兵
衛
は
牛
経
営
の
転

換
を
策
し
て
い
る
。
彼
は
従
来
天
王
寺
の
組
頭
と
し
て
「
牛
問
屋
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甥
）

労
」
で
あ
っ
た
が
、
明
和
六
年
正
月
に
従
弟
の
五
兵
徳
に
仲
買
博
労

を
譲
り
自
ら
は
問
屋
に
専
念
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
経
営
の
分
割
を

よ
り
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
駒
ケ
谷
牛
市
に
立
つ
仲
買
博
労
は
、

．
駒
ケ
谷
村
庄
兵
衛
・
久
右
衛
門
・
五
兵
衛
・
飛
鳥
村
九
兵
衛
で
、
こ

の
内
駒
ケ
谷
の
四
人
は
甚
兵
衛
の
別
家
の
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

五
兵
衛
は
以
前
か
ら
博
労
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
伯
父
甚
兵
衛
の
仲

買
商
売
先
を
譲
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
営
の
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

換
は
、
明
和
三
年
以
降
牛
関
係
の
帳
簿
の
整
備
を
は
か
る
努
力
と
同
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じ
意
図
の
も
の
で
あ
り
、
彼
自
∵
身
の
言
分
で
は
、
連
句
の
増
加
に
よ

り
春
秋
の
登
り
牛
が
減
少
し
た
か
ら
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
転
換
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
明
和
六
年
三
月
、
天
王
寺
牛
市
の
申
分
は
認
め
ら
れ
国
触
が
な
さ

れ
た
。
同
時
に
天
王
寺
市
は
運
上
銀
を
銀
三
〇
枚
か
ら
銀
三
七
枚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

増
額
し
領
主
側
に
う
ま
く
手
を
う
っ
て
い
る
。
甚
兵
徳
と
三
郎
兵
衝

の
両
人
は
「
鼻
下
老
牛
売
買
不
仕
候
故
、
此
度
御
触
別
霜
指
事
無
御

座
候
」
と
い
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
替
事
事
牛
は
仲
貿
博
労
の
機
能

で
あ
り
、
問
屋
の
機
能
は
中
愛
護
の
市
立
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
一
身
に
兼
ね
て
い
た
問
屋
博
労
の
分
割
は
右
の

替
下
老
牛
の
利
害
と
直
接
に
関
係
の
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
替
下
直

　
　
　
③

牛
の
口
銭
は
、
直
接
的
に
は
仲
買
負
担
で
（
農
民
や
問
屋
に
関
係
な
い
）

あ
る
か
ら
、
博
労
職
を
五
兵
衛
に
譲
っ
た
問
屋
甚
兵
衛
に
は
直
接
の

痛
痒
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
此
度
の
触
に
差
構
な
し
と

か
、
惣
男
牛
博
労
の
替
下
口
銭
反
対
は
孫
右
衛
門
を
困
ら
せ
る
た
め

の
反
対
で
あ
る
と
か
い
い
、
我
女
二
人
は
悲
な
く
稲
続
で
き
る
よ
う

に
と
申
立
て
て
い
る
。
組
頭
問
屋
に
と
っ
て
は
、
替
下
鞍
牛
の
問
題

よ
り
三
も
「
閣
門
登
或
ハ
他
国
♂
送
り
牛
井
他
国
へ
出
費
貝
間
門
下
－
と
名
付
、

天
王
寺
口
銭
さ
へ
相
済
候
ヘ
ハ
御
公
儀
様
之
構
無
之
無
二
申
」
す
方

が
よ
り
重
要
な
の
で
あ
る
。
聞
登
、
買
下
り
の
増
加
が
当
家
引
受
牛

減
少
を
も
た
ら
す
こ
と
に
強
い
利
害
関
係
が
あ
り
、
鋭
意
そ
の
対
処

方
を
要
求
し
つ
つ
天
王
寺
と
の
結
託
を
強
化
し
、
問
屋
的
機
能
を
帯

び
て
封
建
的
流
通
を
撹
乱
す
る
仲
買
衆
と
の
対
立
を
露
呈
し
て
行
く

の
で
あ
る
。
牛
市
（
春
．
秋
）
は
天
王
寺
表
で
改
め
た
牛
…
数
に
よ
っ
て

口
銭
を
と
る
が
、
間
登
り
の
方
は
、
買
受
け
た
仲
買
で
口
銭
を
引
落

し
て
お
き
、
組
頭
二
人
に
差
し
挺
し
て
、
　
「
間
登
り
送
り
子
等
当
家

引
請
之
躰
」
に
し
て
、
こ
れ
を
天
王
寺
問
屋
一
河
内
組
頭
の
連
繋
に

よ
っ
て
完
全
に
把
握
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
組
頭
も
問
屋

も
と
屯
に
間
登
り
の
口
銭
を
と
り
、
一
疋
に
つ
き
前
者
は
二
匁
、
後

者
は
三
匁
収
取
し
う
る
機
構
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
河
内
組
頭
両
家
は
、
宝
暦
に
や
む
な
く
孫
右
衛
門
の
組
下

に
な
っ
た
こ
と
、
男
女
牛
の
相
違
を
力
説
し
天
王
寺
の
庇
護
を
仰
ご

う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
男
心
は
口
銭
を
天
王
寺
へ
出
す
け
れ

ど
・
も
「
往
古
之
通
（
牛
市
と
し
て
）
出
冗
買
露
営
、
乍
一
同
瘤
牛
・
方
潜
門

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ろ

別
之
義
一
一
御
座
候
、
尤
女
塾
二
左
様
之
類
無
漏
」
「
女
牛
方
一
一
外
詰

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
あ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

引
受
市
相
立
芸
者
、
壱
人
竜
無
御
座
候
」
と
い
っ
た
調
子
で
、
天
王

寺
宛
の
草
案
は
、
折
角
の
意
気
ご
み
に
も
拘
ら
ず
傍
点
葱
付
し
た
部

分
を
抹
消
す
る
弱
さ
を
示
し
て
い
る
。
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仲
買
は
問
登
の
二
歳
編
入
に
際
し
「
但
．
シ
勝
手
之
節
需
中
買
主
調

度
傍
節
ハ
、
両
家
へ
致
対
談
シ
候
上
需
、
如
何
様
共
指
図
次
第
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
一
方
的
な
買
下
り
禁
止
の
線
を
は
ず
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
買
下
り
の
た
め
、
中
国
衆
の
地
元
で
の
仕
入
に
支
障
を
き

た
し
、
明
和
六
年
五
月
に
因
幡
・
出
雲
・
美
作
な
ど
の
国
衆
が
登
り

牛
の
罠
限
を
、
少
し
く
り
あ
げ
て
い
る
（
第
6
表
）
。

　
当
時
あ
る
博
労
は
「
余
薫
ず
登
候
男
牛
二
而
竜
干
五
百
疋
も
御
座

候
、
女
男
合
候
得
ハ
五
七
千
疋
も
可
有
御
座
義
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
の
常
数
は
当
時
天
王
寺
市
へ
入
込
む
登
り
牛
の
数
（
少
く
と
も
孫

右
衛
門
が
口
銭
を
と
り
う
る
頭
数
）
を
示
し
て
い
る
と
す
る
と
、
ま
さ
に

数
干
疋
の
多
量
に
の
ぼ
り
、
牡
牝
の
比
は
ほ
ぼ
1
対
3
で
牝
が
多
い
。

牝
牛
市
は
天
王
寺
市
一
つ
し
か
な
く
、
そ
の
た
め
広
い
市
場
圏
に
わ

た
る
必
要
上
牛
博
労
は
六
、
七
百
人
居
り
、
一
方
男
牛
は
二
人
の
牛
宿

の
も
と
に
わ
ず
か
二
〇
人
ば
か
り
の
博
労
し
か
お
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
同
じ
こ
ろ
泉
州
で
は
右
の
天
王
寺
の
動
き
に
対
し
強
い
反
対

が
展
開
し
宝
暦
に
続
い
て
こ
の
時
点
で
も
勝
利
を
収
め
て
い
る
。
但

州
牝
牛
に
限
り
百
姓
直
買
の
許
可
、
泉
州
一
一
ニ
乱
政
は
替
下
口
銭

は
不
要
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
末
を
と
げ
、
孫
右
衛
門
の
支
配
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

完
全
に
脱
出
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
泉
州
の
農
罠
勢
力
の
参
加
憶
、

天
王
寺
市
を
明
ら
か
に
後
退
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
　
天
明
期
の
摂
津
三
郡
の
訴
訟

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
と
し
て
天
王
寺
牛
市
と
の
関
係
で
広
く

近
世
の
牛
市
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
丁
度
そ
の
締
く
く
り
と
し

て
天
明
⊥
ハ
年
の
動
き
を
み
て
お
こ
う
。
こ
の
年
に
天
王
寺
市
の
独
占

態
勢
に
対
し
て
、
摂
津
豊
嶋
・
斜
辺
・
武
庫
郡
の
う
ち
六
ニ
野
村
が

七
人
を
惣
代
に
立
て
て
百
姓
持
牛
引
替
妨
之
義
を
訴
え
、
同
五
月
二

五
日
に
落
着
し
た
。
こ
の
摂
津
北
西
部
の
対
天
王
寺
の
訴
訟
は
、
泉

州
・
河
内
と
は
ち
が
っ
た
事
例
を
提
供
し
、
そ
の
独
占
の
受
止
め
方

が
地
域
に
よ
っ
て
相
当
違
い
が
あ
り
、
天
王
寺
の
全
く
完
全
な
支
配

体
綱
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
訴
訟
及
び
裁

許
の
内
容
を
詳
…
し
く
見
て
、
摂
津
農
村
の
対
応
の
仕
方
を
考
え
て
み

　
る
こ
と
に
し
よ
う
。

，
　
1
、
他
国
登
牛
を
在
々
で
博
労
に
目
利
さ
せ
、
田
舎
博
労
（
国
衆
）
と
相
対

　
　
で
直
買
す
る
こ
と

　
　
農
民
　
こ
れ
は
古
来
か
ら
の
仕
来
、
延
享
元
年
争
論
の
時
に
も
そ
の
段
申

　
　
　
上
げ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
　
天
王
寺
　
延
享
の
時
に
も
申
上
げ
た
が
、
他
国
食
牛
は
悉
く
私
市
場
で
売

　
　
　
買
し
一
切
外
売
買
を
禁
止
し
て
い
る
の
に
、
他
国
へ
の
直
属
や
、
田
舎
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4
二
の
在
々
で
の
直
買
な
ど
で
迷
惑
し
て
い
る
。

　
裁
許

　
①
　
孫
右
衛
門
へ
の
書
下
げ
や
延
享
の
裁
許
書
に
も
、
他
国
牽
登
牛
を
悉

　
　
く
天
王
寺
市
へ
牽
付
く
べ
し
と
い
う
点
は
不
分
関
で
あ
る
が
、
こ
の
裁

　
　
落
書
の
初
条
に
他
国
へ
参
り
牛
直
潮
差
留
は
無
証
拠
に
つ
き
沙
汰
に
及

　
　
ば
ず
と
あ
り
、
第
二
条
の
大
阪
登
牛
を
在
々
で
直
買
す
る
こ
と
に
つ
い

　
　
て
は
「
天
王
寺
村
へ
越
候
牛
と
在
郷
二
薄
墨
買
致
来
雄
牛
と
之
内
、
天

　
　
王
寺
村
江
越
候
牛
斗
在
郷
・
蒲
銭
買
様
相
成
義
模
由
、
文
段
之
分
り
も

　
　
無
糖
上
脇
」
こ
の
点
に
つ
い
て
天
王
寺
の
主
張
を
認
め
る
。

　
②
そ
の
後
天
王
寺
は
市
場
不
繁
愚
で
運
上
銀
弁
納
に
差
つ
か
え
赦
免
を

　
　
願
い
出
た
た
め
、
室
褥
二
年
摂
河
玉
縁
感
力
国
触
流
で
「
天
王
寺
村
市

　
　
場
へ
越
候
牛
斗
と
不
相
済
、
他
国
汐
牽
連
候
牛
・
を
在
々
二
留
㎜
直
劃
一
ハ
新

　
　
規
牛
市
相
立
候
義
等
致
闘
敷
旨
」
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
売
買
は
天
王
寺

　
　
一
場
に
限
り
、
孫
右
衛
閂
へ
口
銭
を
す
ま
さ
な
い
田
舎
牛
は
在
々
で
隼

　
　
博
労
直
売
買
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。

　
③
明
和
六
年
替
下
老
牛
口
銭
が
定
め
ら
れ
て
い
る
し
、
仲
買
博
労
は
田

　
　
舎
牛
裂
次
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
四
一
国
内
の
売
買
は
天
王
寺
市
に

　
　
限
る
。

　
④
だ
か
ら
天
王
寺
口
銭
を
済
さ
な
い
分
は
直
上
引
替
と
も
に
で
き
な
い
。

互
、
稲
舎
牛
、
替
下
老
牛
の
口
銭
は
、
組
下
お
よ
び
組
外
の
す
べ
て
の
博
労

　
か
ら
と
り
た
て
よ
。
仲
買
は
孫
右
衛
門
の
札
を
有
す
る
が
・
本
来
株
立
は
し

　
て
い
な
い
。

盃
、
他
國
寒
参
り
牛
直
買

　
①
延
享
元
年
の
裁
許
書
で
は
差
留
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
②
　
宝
暦
三
年
鋼
筆
の
節
に
右
が
変
更
し
、
百
姓
共
自
分
の
飼
牛
を
他
国

、
　
へ
直
買
に
行
く
の
は
よ
い
が
、
博
労
が
百
姓
か
ら
頼
ま
れ
て
目
利
の
た

　
　
め
他
国
へ
行
く
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
天
王
寺
村
で
買
継
せ
よ
。

W
、
百
姓
同
志
で
引
替
え
と
唱
え
取
替
る
こ
と

　
農
昆
　
引
替
の
節
、
追
打
銀
（
差
額
）
を
出
し
て
も
口
銭
は
差
出
べ
き
筋

　
　
は
な
い
。

　
天
王
寺
　
農
民
は
表
向
ぎ
引
替
と
い
っ
て
内
分
の
鼓
心
理
買
を
す
る
の
だ
。

　
裁
許
　
牛
の
引
替
は
口
銭
不
要
だ
が
、
そ
の
折
追
打
銀
を
と
れ
ば
売
買
に

　
　
該
当
す
る
か
ら
こ
の
分
は
口
銭
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

V
、
在
々
牛
博
労
の
義

　
農
晟
　
薄
労
は
元
来
孫
右
衛
門
組
下
と
｛
疋
ま
っ
た
も
の
で
な
い
が
、
近
年

、
　
同
人
と
馴
合
で
組
下
と
名
づ
け
株
同
然
日
取
は
か
ら
い
札
料
を
取
目
印

　
　
札
を
渡
し
人
数
を
決
め
、
武
庫
川
最
霧
村
々
集
売
買
の
独
占
を
行
っ
て

　
　
い
る
。
以
後
組
下
博
労
と
い
う
の
は
や
め
て
ほ
し
い
。

　
天
王
寺
　
博
労
を
組
下
に
す
る
の
は
前
々
か
ら
の
仕
来
り
で
取
引
上
の
便

　
　
宜
上
そ
う
し
て
い
る
。
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裁
許
　
組
下
の
義
は
下
博
労
は
百
姓
兼
業
で
あ
り
内
輪
の
申
合
せ
だ
か
ら

　
　
奉
行
所
の
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
組
入
を
望
ま
ぬ
考
は
牛
口
銭

　
　
を
孫
右
衛
門
に
渡
す
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
も
し
「
訴
訟
方
申
立
之
通

　
　
二
根
立
候
ハ
・
是
迄
孫
右
衛
門
澄
年
々
相
納
候
運
上
墾
二
＋
七
枚
之
義

　
　
右
訴
訟
方
村
々
江
引
受
、
二
部
七
郡
之
時
々
申
合
上
致
濤
願
上
候
得
共
」

　
　
こ
の
た
び
以
上
の
よ
う
に
裁
許
あ
っ
た
上
は
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
。

　
こ
の
天
明
六
年
の
裁
許
勲
部
は
摂
津
北
西
部
へ
は
ゴ
八
王
寺
支
配
が
そ

の
ま
ま
の
形
で
貫
徹
し
て
い
な
い
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
摂
津
七
郡
の
農
民
は
自
分
の
申
立
が
正
し
け
れ
ば
、
天
王
寺
牛

の
運
上
銀
を
自
分
ら
で
引
受
け
た
い
と
い
う
点
は
大
い
に
注
目
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
農
民
勢
力
の
参
加
が
う
ま
く
実
現
し
た
泉
州
一
一
ニ

カ
村
は
全
面
的
勝
利
を
え
て
い
る
が
、
摂
津
は
そ
れ
に
つ
い
で
こ
の

よ
う
な
形
で
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
主
張
部
分
は
背
後

に
天
王
寺
市
の
統
制
撤
廃
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
豊
嶋
・
川
辺
諸
郡
は
畿
内
で
も
最
も
早
く
か
ら
悶
訴
と
い
う
商
品

流
通
の
露
由
を
要
求
し
た
動
き
を
展
開
し
え
た
地
方
で
あ
る
。
こ
の

地
方
に
な
ぜ
早
く
か
ら
そ
の
形
式
の
農
民
闘
争
が
展
開
し
た
か
は
今

後
是
非
解
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ

の
折
の
七
郡
の
天
王
寺
市
排
撃
の
態
度
は
、
幕
末
ぎ
り
ぎ
り
の
慶
応

元
年
に
行
わ
れ
た
摂
河
一
二
六
力
村
の
菜
種
国
訴
と
共
通
す
る
要
素

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
時
農
民
は
大
坂
特
権
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

業
資
本
の
排
除
と
自
分
ら
に
よ
る
生
産
管
理
を
唱
え
た
の
で
あ
る
が
、

天
王
寺
牛
市
に
対
す
る
摂
津
七
郡
の
姿
勢
は
慶
応
の
始
源
的
な
も
の

で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
市
場
独
占
に
対
す
る
最
も
本
質
的
な
問

題
点
を
提
出
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
天
王
寺
組
下
に
編

入
さ
れ
た
牛
博
労
は
、
直
接
表
面
に
は
出
ず
、
当
時
の
流
通
の
二
つ

の
相
対
立
す
る
極
、
天
王
寺
と
摂
津
農
民
と
が
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
天
王
寺
の
支
配
は
ま
が
り
な
り
に
も
明
治
ま
で
続
く
の
で
あ
る
が
、

寛
保
、
宝
暦
、
明
和
と
い
う
薄
刃
独
占
の
成
立
、
補
完
は
、
自
生
的

な
農
民
市
を
従
属
化
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
事
の
始
ま
り
か
ら
一

貫
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
こ
の
強
化
が
天
王
寺
市
の
不
相
続
か

ら
生
じ
て
く
る
点
で
あ
る
。
そ
の
不
相
続
、
不
繁
昌
は
天
王
寺
と
ち

が
っ
た
衛
の
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
牛
に
限
っ

て
い
え
ば
、
各
地
に
商
業
発
展
の
成
果
と
し
て
花
さ
い
た
在
女
市
が
、

享
保
改
革
、
そ
の
他
寛
保
以
降
田
沼
時
代
に
い
た
る
幕
政
の
反
動
政

策
の
農
開
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
天
王
寺
市

の
よ
う
な
都
市
的
な
商
業
資
本
が
領
主
閣
と
結
ん
で
巧
み
に
市
場
独
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占
を
保
証
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
お
い

て
摂
河
泉
の
三
力
国
で
は
後
章
で
明
ら
に
す
る
よ
う
に
、
全
般
的
に

牛
所
有
の
停
滞
、
減
少
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
摂

河
娘
そ
れ
ぞ
れ
が
一
律
に
天
王
寺
支
配
に
く
み
し
か
れ
た
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
強
弱
の
差
を
竜
っ
て
抵
抗
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
抵
抗
が
農
民
勢
力
を
ど
の
よ
う
に
組
織
で
き
た
か
　
（
直
接

に
は
三
つ
の
地
域
に
お
け
る
牛
所
有
猛
牛
耕
の
比
重
に
よ
っ
て
農
書
組
織
化

は
決
定
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
、
泉
州
・
摂
津
・
河
内
は
そ
れ
ぞ
れ
の
線
｝

で
お
ち
つ
く
の
で
あ
る
。
か
く
て
天
王
寺
は
一
応
寛
保
以
降
着
実
に

支
配
権
を
強
く
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
ま
た
た
え
ず
、
組
頭
、
仲

㎜
黒
博
労
、
国
衆
、
さ
ら
に
農
民
に
よ
っ
て
流
通
を
た
え
ず
修
正
、
動

揺
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
天
王
寺
独
占
は
回
畿
内
の
牛
所
有
の
変
化
を
通
し
て
十
分
傍
証
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
章
で
詳
し
く
の
べ
る
が
、
幕
末
期
に
お
け

る
牛
所
有
の
上
昇
の
一
因
は
天
王
寺
独
占
を
排
撃
す
る
新
た
な
流
通

機
構
の
発
展
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
未
完
）

①
甚
兵
衛
家
（
宇
陀
屋
）
は
、
明
和
三
年
か
ら
天
明
九
年
ま
で
の
間
、
「
田

　
舎
牛
売
帳
」
と
い
う
大
型
の
帳
簿
を
年
々
作
成
し
て
い
る
。

②
　
も
う
一
人
組
頭
で
あ
っ
た
垣
内
村
藤
三
郎
は
、
宝
暦
七
年
か
ら
明
和
五

　
年
ま
で
の
間
で
株
絶
し
て
い
る
。

③
駒
ケ
谷
市
甚
兵
衛
を
経
由
し
て
天
王
寿
に
提
出
さ
れ
た
替
下
口
銭
は
、

　
明
和
七
、
安
永
五
、
岡
七
年
分
と
も
に
銀
八
六
匁
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

　
で
み
る
と
一
頭
二
疋
と
い
う
計
算
で
は
な
く
、
　
＝
疋
し
て
い
た
よ
う
で
あ

　
る
。

④
鷲
見
帯
革
、
前
掲
「
泉
州
の
牛
公
事
」
一
五
～
一
八
頁
。

⑤
八
木
暫
浩
「
運
河
地
域
農
学
の
国
訴
闘
争
」
第
一
部
（
禰
、
兵
庫
史
学
』
二

　
五
号
）
二
七
～
二
八
頁
。
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濁勿ゼ畿内Agriculture　and　Bu11　DiStribution　in　the　Edo　Era（1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　case　of　J〈omagatani駒ケ谷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fair　in．1〈awachi河内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hajime　Sakai

　　Since　the　Edo　era　southwestern　Japan　has　been　well－known　as　an

area　tilled　by　bull　using　a　long－floor　plow，　but　problems　concernlng

the　distribution　from　the　bu11－producing　area　in　the　Chtitgoku　中国

mountains　to　the　Kifzai　area　ate　net　always　solved．

　　This　aTticle　tries　to　treat　the　two　po2nts　of　dlstribution　and　breed－

ing　in　agriculture　through　ehe　Edo　era　bull　trade　in　Komagatani　Fair

of　乃u7・uichi－9tin　一古市郡，　Kawachi，　afair　characterized　by．bui正trade．

Against　the　strengthened　moaopoly　of　the　乃ηπδ露天王専fair　in

Settsu摂津since　H6rent宝暦，　each　bull　fair　in　Seleleasen　lff丁丁shows

reaction，　which　the　1〈omagatani　fair　typifies．　Whac　t　is　the　nature　of

the’@Komagatani　fair　7．

　　This　article　also　studles　the　regionai　and　periodical　changes　of

bull－owning　in　Kinai　over　a　wide　area　tilled　by　bull，　and，　especiaily，

in　relation　to　pr6dttctivt　powez’　in　agricultute，　1ow　incidence　of　bullr

owning　in　the　cotton　belt，　de．crease　of　bull－owning　in　the　period　of

strong　bull　regulation，　and　its　increase　in　the　Edo　era．

　　　　　The　Fgrmation　of　the　Soicalled　‘Japanese　Form

　　　　　of　Wage’　and‘Japanese　Form　of　Labor　Union’

　　　　　　　　　　　　　一一execution　of　eight－hour　labor　day

　　　　　　　　　　　　　sys七曲aftef　the　First　World　war

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ryfiji　Sasaki

　　To　supplant　the　‘Japanese　form　of　wage’　or　the　seniority　wage

rule，　extraordinarily　wide　margin　of　，wage，　and　‘Japanese　diorm　of　la－

bor　gnion’　or　industrial　union　is　not　only　the　central　problein　of　the

present　labor　move；nent，　but　an　important　national　problem　on　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（320　）


